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◉
論
考

三
浦
梅
園
の
思
考
の
は
じ
ま
り�

西
田
　
耕
三

三
浦
梅
園
（
一
七
二
三
年－

一
七
八
九
年
）
の
三
語
（『
玄
語
』『
贅
語
』『
敢

語
』）
の
哲
学
的
世
界
の
認
識
に
は
、
当
然
、
そ
こ
へ
い
た
る
経
験
的
日
常
的
な
場

に
お
け
る
梅
園
の
志
向
（
萌
芽
と
言
っ
て
も
よ
い
）
が
あ
る
。
そ
れ
を
見
る
こ
と

は
三
語
理
解
の
一
助
に
な
り
得
る
だ
ろ
う
。
事
の
性
質
上
、
本
稿
に
ま
と
ま
っ
た

筋
道
は
な
い
が
、
大
ま
か
に
言
え
ば
、
梅
園
は
、
多
様
性
の
中
に
同
一
性
を
見
出
し
、

個
別
具
体
を
普
遍
あ
る
い
は
原
理
で
包
摂
し
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

一　
「
人
心
不
同
如
面
」
と
「
人
心
不
異
如
面
」

「
人
心
不
同
如
面
」（
人
心
同
じ
か
ら
ざ
る
こ
と
面
の
如
し
）
は
成
語
と
し
て
近

世
期
よ
く
使
わ
れ
た
。
そ
の
成
語
を
博
く
調
査
し
た
大
谷
雅
夫
は
次
の
よ
う
に
結

論
づ
け
て
い
る
。

 

顔
か
た
ち
の
異
な
る
よ
う
に
人
の
心
は
さ
ま
ざ
ま
。
そ
の
よ
う
に
人
の
心

の
多
様
性
が
容
認
さ
れ
る
の
は
、
人
の
心
の
共
通
性
が
目
鼻
の
つ
き
様
が
万

人
一
致
す
る
こ
れ
も
又
動
か
し
が
た
い
事
実
の
ご
と
く
に
信
じ
ら
れ
る
か
ら

で
あ
っ
た
。
共
通
性
が
事
実
と
し
て
確
信
さ
れ
て
こ
そ
、
多
様
性
が
ま
た
事

実
と
し
て
容
認
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
朱
子
学
が
面
の
如
く
に
相
違
す
る
私
心

を
克
服
し
て
普
遍
的
な
性
の
理
に
復
初
す
べ
し
と
説
く
、
あ
る
い
は
一
般
に

途み
ち

を
殊こ

と

に
し
つ
つ
も
結
局
は
一
つ
の
普
遍
に
同
じ
く
帰
す
る
と
考
え
る
、
そ

の
よ
う
な
中
国
の
思
想
と
著
し
い
対
照
を
な
す
だ
ろ
う
。（
大
谷
雅
夫
「「
人

心
不
同
如
面
」―
成
語
を
め
ぐ
る
和
漢
比
較
論
考
―
」『
和
漢
比
較
文
学
叢

書
』
第
七
巻
、
一
九
八
八
年
）

大
谷
は
、
人
の
心
の
共
通
性
が
信
じ
ら
れ
る
か
ら
こ
そ
「
人
の
心
は
さ
ま
ざ
ま
」

と
そ
の
多
様
性
も
容
認
さ
れ
る
と
述
べ
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
以
前
に
、
広
瀬
淡
窓

の
『
淡
窓
詩
話
』
を
引
き
、
さ
ら
に
僧
元
政
や
貝
原
益
軒
の
寛
容
の
教
え
を
あ
わ

せ
て
、「
そ
の
よ
う
な
寛
容
の
教
え
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
そ
の
社
会
な
り
詩
歌
の

世
界
な
り
が
実
際
に
多
様
で
あ
っ
た
こ
と
を
保
証
す
る
も
の
で
は
な
い
。
多
様
性

が
承
認
さ
れ
容
認
さ
れ
る
に
は
、
む
し
ろ
そ
こ
に
し
か
と
し
た
共
通
性
の
存
す
る

こ
と
が
前
提
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
を
受
け
て
い

る
。
そ
し
て
大
谷
は
こ
こ
で
、
こ
の
こ
と
は
普
遍
性
を
根
本
に
す
え
る
「
中
国
の

思
想
と
著
し
い
対
照
を
な
す
だ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。
大
谷
は
人
の
心
の
多
様

性
と
共
通
性
が
調
和
し
て
い
る
日
本
の
「
人
心
」
の
理
解
に
対
し
、
一
方
的
に
あ

る
い
は
最
終
的
に
ひ
た
す
ら
「
私
心
」
を
排
し
、「
普
遍
性
」
へ
向
か
う
「
中
国
の

思
想
」
を
対
置
さ
せ
て
い
る
。

こ
こ
で
、
多
様
性
と
共
通
性
（
普
遍
性
）
を
め
ぐ
る
議
論
に
関
す
る
伊
藤
仁
斎

の
朱
子
学
批
判
を
見
て
お
こ
う
。
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中ち
ゆ
う
よ
う

庸
に
曰
く
、『
唯た

だ

天
下
の
至し

誠せ
い

、
能よ

く
其
の
性せ

い

を
盡つ

く

せ
り
と
為す

。
能
く
其
の

性
を
盡つ

く

す
と
き
は
、
則
ち
能よ

く
人
の
性
を
盡つ

く

す
。
能よ

く
人
の
性
を
盡つ

く

す
と
き

は
、
則
ち
能よ

く
物
の
性
を
盡つ

く

す
。
能よ

く
物
の
性
を
盡つ

く

す
と
き
は
則
ち
以
て
天

地
の
化か

育い
く

を
賛た

す

く
べ
し
。
以
て
天
地
の
化
育
を
賛
く
べ
き
と
き
は
、
則
ち
以

て
天
地
と
参さ

ん

な
る
べ
し
』。
所い

わ
ゆ
る謂

能よ

く
其
の
性
を
尽つ

く

す
者
は
、
吾
が
性せ

い

の
分ぶ

ん

内な
い

に
就つ

い
て
言
う
。
其
の
人じ

ん

物ぶ
つ

の
性
を
尽
く
し
て
、
天
地
の
化
育
を
賛た

す

く
る
に

至い
た

っ
て
は
、
則
ち
亦
我
が
性
を
尽つ

く

す
の
推す

い

と
雖い

え

ど
も
、
豈あ

に

徒た
だ

に
我
が
性
を
尽つ

く

す
の
み
な
ら
ん
や
。
夫そ

れ
人
と
我わ

れ

と
、
体た

い

を
異こ

と

に
し
気き

を
殊こ

と

に
す
。
其
の
疾し

つ

痛つ
う

疴あ

癢よ
う

、
皆
相あ

い
か
か
わ関

ら
ず
。
況い

わ

ん
や
人
と
物
と
、
類た

ぐ
いを

異こ
と

に
し
形か

た
ちを

殊こ
と

に
す
。

何
ぞ
相あ

い

干か
ん
し
よ
う渉

せ
ん
。
天
地
の
道
を
財さ

い

成せ
い

輔ほ

相し
よ
うし

て
、
万ば

ん

物ぶ
つ

を
し
て
各

お
の
お
の

其
の

性
を
遂と

げ
し
む
と
謂い

う
と
き
は
、
則
ち
可か

な
り
。
之
を
我
が
性
を
尽つ

く

す
と
謂い

い
て
可か

な
ら
ん
や
。（「
童
子
問
上
巻
」
二
一
章
。
岩
波
文
庫
）

こ
の
よ
う
に
、
仁
斎
は
、
天
地
を
通
貫
す
る
性
の
立
場
に
立
っ
て
人
性
の
「
同
一

性
」
を
主
張
す
る
考
え
を
批
判
す
る
。「
我
が
性
を
尽つ

く

す
の
推す

い

と
雖い

え

ど
も
」
は
「
自

分
の
性
を
出
し
き
る
こ
と
か
ら
推
演
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
」
の
意
（「
日
本
の
名

著
」
一
三
『
伊
藤
仁
斎
』
の
口
語
訳
に
よ
る
。「
推
演
」
は
お
し
ひ
ろ
め
る
）。
し

か
し
、
こ
の
仁
斎
の
批
判
に
対
し
て
、
丸
谷
晃
一
に
反
論
が
あ
る
（「
伊
藤
仁
斎
に

お
け
る
「
同
一
性
」
批
判
の
構
造
―
人
我
相
異
論
の
形
成
過
程
―
」『
季
刊
日

本
思
想
史
』
第
二
七
号
、
一
九
八
六
年
）。『
童
子
問
』
の
五
種
の
稿
本
を
精
査
し

て
、『
童
子
問
』
第
二
十
一
章
に
み
え
る
、
朱
子
学
に
お
け
る
自
己
と
他
者
の
同
一

性
を
否
定
し
、
仁
斎
独
自
の
人
間
観
、
す
な
わ
ち
人
間
の
能
力
や
性
質
は
そ
れ
ぞ

れ
異
な
る
も
の
と
い
う
個
別
性
（「
人
我
相
異
論
」）
の
形
成
過
程
を
た
ど
っ
た
も

の
で
あ
る
。「
仁
斎
の
解
釈
は
、
少
な
く
と
も
『
中
庸
』
本
文
が
説
く
自
己
か
ら
他

者
へ
、
さ
ら
に
物
へ
と
い
う
「
性
」
の
連
鎖
を
断
ち
切
る
方
向
に
あ
る
。」。
し
か

し
、
朱
子
の
『
中
庸
章
句
』
で
は
、「
同
一
的
人
間
観
だ
け
で
は
な
く
、
人
間
の
差

異
性
が
周
到
に
も
説
か
れ
て
い
た
。
そ
れ
を
仁
斎
は
無
視
し
て
い
る
。」。『
中
庸
章

句
』
第
二
十
二
章
に
「
人
間
之
性
、
亦
我
之
性
、
但
以
二
所
レ
賦
形
気
不
一レ
同
而
有
レ

異
耳
」
を
引
き
、「
つ
ま
り
「
本
然
之
性
」
は
、
自
己
と
他
者
と
に
同
一
的
に
存
在

す
る
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
人
間
存
在
総
体
が
同
一
的
で
あ
る
と
述
べ
て

い
る
の
で
は
な
い
。（
略
）「
本
然
之
性
」
が
「
形
気
」
を
媒
介
に
し
て
発
現
し
た

あ
り
方
が
個
々
人
々
に
よ
っ
て
異
な
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
」。
仁
斎

は
、
人
我
相
異
論
に
お
い
て
、
性
を
限
定
的
に
解
釈
し
て
、
有
限
的
・
個
別
的
存

在
と
し
て
の
人
間
像
を
浮
か
び
あ
が
ら
せ
た
。
丸
谷
は
以
上
の
よ
う
に
仁
斎
の
朱

子
理
解
の
不
備
を
言
う
。

し
か
し
、
一
方
か
ら
見
れ
ば
、
仁
斎
に
誤
解
を
も
た
ら
し
た
ほ
ど
、
朱
子
の
哲

学
と
人
性
同
一
性
の
認
識
が
強
く
結
び
つ
け
て
受
け
取
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
参
考
と
し
て
井
筒
俊
彦
『
意
識
と
本
質
』
Ⅱ
の
一
節
を
引
い
て
お
こ
う

（
岩
波
文
庫
、
三
五
頁
）。

中
国
的
思
考
の
特
徴
を
な
す
―
と
宣
長
の
考
え
た
―
事
物
に
た
い
す
る

抽
象
的
・
概
念
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
対
照
的
な
日
本
人
独
特
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と

し
て
、
宣
長
は
徹
底
し
た
即
物
的
思
考
法
を
説
く
。
世
に
有
名
な
「
物
の
あ

は
れ
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
物
に
じ
か

0

0

に
触
れ
る
、
そ
し
て
じ
か

0

0

に
触
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
一
挙
に
そ
の
物
の
心
を
、
外
側
か
ら
で
は
な
く
内
側
か
ら
、

つ
か
む
こ
と
、
そ
れ
が
「
物
の
あ
は
れ
」
を
知
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ

が
一
切
の
事
物
の
唯
一
の
正
し
い
認
識
方
法
で
あ
る
、
と
い
う
。
明
ら
か
に

そ
れ
は
事
物
の
概
念
的
把
握
に
対
立
し
て
言
わ
れ
て
い
る
。

個
別
性
と
普
遍
性
の
せ
め
ぎ
あ
い
は
西
洋
の
思
考
に
お
い
て
も
根
強
い
も
の
で

あ
っ
た
。
そ
の
せ
め
ぎ
あ
い
は
転
位
し
続
け
る
。
事
と
理
、
具
体
と
抽
象
、
詩
と
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科
学
。
西
洋
中
世
の
普
遍
論
争
に
お
け
る
唯
心
論
と
実
在
論
。

こ
の
よ
う
な
、
多
様
性
と
同
一
性
、
個
別
性
と
普
遍
性
を
対
比
的
に
考
え
る
習

慣
に
即
し
て
言
え
ば
、
多
様
性
を
示
す
「
人
心
不
同
如
面
」
に
対
し
て
、
同
一
性

を
示
す
「
人
心
不
異
如
面
」（
人
心
異
な
ら
ざ
る
こ
と
面
の
如
し
）
と
い
う
言
い
方

も
あ
り
得
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
実
際
、
三
浦
梅
園
は
「
人
心
不
異
如
面
」
と
い
う

言
葉
を
使
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
哲
学
に
向
か
う
梅
園
の
根
本
的
な
思

考
の
表
現
に
な
っ
て
い
る
。

侌
昜
ノ
道
、
一
、
二
ヲ
含
ミ
、
二
開
レ
一ヲ、
故
ニ
物
其
道
ヲ
異
ニ
ス
ト
イ
ヘ

ド
モ
、
其
居
同
ジ
キ
者
也
。
故
ニ
同
ハ
、
異
ヲ
離
レ
テ
居
ル
者
ニ
ア
ラ
ズ
、

異
ハ
同
ヲ
離
レ
テ
居
ル
者
ニ
ア
ラ
ズ
。
サ
ル
程
ニ
、
魚
ハ
水
ニ
生
キ
テ
気
ニ

死
シ
、
禽
ハ
気
ニ
生
キ
テ
水
ニ
死
シ
、
魚
生
ル
ニ
ハ
沈
ミ
死
ス
ル
ニ
ハ
浮
ミ
、

鳥
生
ル
ニ
ハ
上
リ
死
ス
ル
ニ
ハ
落
ル
所
ハ
異
レ
ド
モ
、
同
ジ
ク
其
処
ニ
生

キ
、
其
処
ニ
非
ザ
ル
ニ
死
シ
、
其
死
反ス

ル二
生
之
居二一
ニ
至
テ
ハ
、
異
ラ
ズ
、
水

車
ノ
、
一
半
ハ
去
テ
遠
ザ
カ
リ
、
一
半
ハ
来
テ
近
ヅ
ク
ノ
道
ハ
異
ナ
レ
ド
モ
、

居
ハ
只
一
転
ノ
内
ニ
ア
ル
ニ
ミ
ヨ
。
故
ニ
其
異
ル
方
ヨ
リ
見
レ
バ
、
人
心

不ルレ
同
、
其
面
ノ
如
シ
ト
云
モ
、
其
同
キ
方
ヨ
リ
見
レ
バ
、
人
心
不ルレ
異
、
其

面
ノ
如
キ
ナ
リ
。
是
ヲ
以
テ
異
ナ
ル
方
ヨ
リ
観
レ
バ
、
猫
ハ
猫
、
犬
ハ
犬
、

物
毎
ニ
同
ジ
カ
ラ
ズ
。
同
キ
方
ヨ
リ
観
レ
バ
、
猫
犬
ノ
目
ノ
見
ユ
ル
理
モ
、

人
ノ
目
ノ
見
ユ
ル
理
モ
、
猫
犬
ノ
鼻
ノ
嘑
噏
（
呼
吸
）
ヲ
通
ズ
ル
理
モ
、
人

ノ
鼻
ノ
嘑
噏
ヲ
通
ズ
ル
理
モ
、
細
工
ノ
違
コ
ソ
ア
ラ
メ
、
其
理
ニ
相
違
ハ
ア

ラ
ジ
。
其
異
ル
所
ヨ
リ
シ
テ
、
猫
ト
モ
犬
ト
モ
、
鳶
ト
モ
烏
ト
モ
分
レ
、
其

同
ジ
キ
ヨ
リ
シ
テ
、
鳥
ト
モ
獣
ト
モ
合
シ
、
鳥
獣
又
一
動
（
動
物
）
ト
モ
合

ス
ル
也
。
観
物
ノ
法
、
異
ル
ニ
反
観
ノ
道
ア
リ
、
比
ス
ル
ニ
推
観
ノ
道
ア
リ
。

天
下
ノ
物
、
千
象
万
貌
ト
イ
ヘ
ト
モ
、
反
比
ノ
態
ヲ
識
ル
時
ハ
、
草
木
ノ
殊

形
（
異
な
る
形
）
モ
、
同
一
生
ニ
帰
シ
、
天
地
ノ
己
ト
体
ヲ
同
フ
セ
ザ
ル
モ
、

給
資
（
栄
養
の
供
給
）
ノ
道
ト
云
者
有
テ
相
応
ス
ル
事
ア
リ
。
然
レ
バ
、
唐

モ
ロ
コ
シ

ノ
、
山
ノ
ア
ナ
タ
ニ
立
雲
ハ
、
コ
ヽ
ニ
タ
ク
火
ノ
、
煙
也
梟

（
マ
マ
）（

煙
ナ
リ
ケ
リ
）

ニ
テ
諸
獣
ノ
形
体
、
其
異
ル
所
ニ
テ
、
猫
ヲ
知
リ
、
犬
ヲ
知
リ
、
其
同
ジ
キ

所
ニ
テ
、
目
ノ
視
ル
所
ヲ
知
リ
、
耳
ノ
聴
所
ヲ
知
リ
、
朊
（
陰
部
）
ノ
溺

（
尿
）
ス
ル
故
ヲ
知
リ
、
肛
ノ
屎
（
糞
）
ス
ル
故
ヲ
知
ラ
ン
。（
三
浦
梅
園
『
造

物
余
譚
』「
間
記
」。
安
永
一
〇
年
〈
一
七
八
一
〉。『
医
学
古
典
集
Ⅲ
』
所
収

の
梅
園
自
筆
本
に
よ
る
。
三
六－

三
八
頁
。
カ
ッ
コ
内
引
用
者
）

「
物
其
道
ヲ
異
ニ
ス
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
其
居
同
ジ
キ
者
也
。
故
ニ
同
ハ
、
異
ヲ
離
レ
テ

居
ル
者
ニ
ア
ラ
ズ
、
異
ハ
同
ヲ
離
レ
テ
居
ル
者
ニ
ア
ラ
ズ
」
は
、
大
き
く
言
え
ば
、

個
々
の
存
在
の
あ
り
さ
ま
と
、
存
在
の
根
拠
（
＝
理
）
の
こ
と
で
あ
る
。
同
じ
物

が
常
に
他
面
を
含
み
持
ち
つ
つ
存
在
す
る
と
い
う
「
一
、
二
ヲ
含
ミ
、
二
開
レ
一ヲ」

の
原
理
に
基
づ
い
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、「
観
物
ノ
法
、
異
ル
ニ
反
観
ノ
道
ア
リ
、

比
ス
ル
ニ
推
観
ノ
道
ア
リ
」
と
い
う
「
反
観
」
と
「
推
観
」
の
二
種
の
認
識
法
が

出
て
く
る
の
で
あ
る
。

こ
の
『
造
物
余
譚
』
の
文
章
に
対
す
る
小
川
晴
久
の
感
想
を
引
い
て
お
こ
う
。

 

猫
や
犬
の
目
の
み
え
る
し
く
み
も
人
間
の
目
の
み
え
る
し
く
み
も
同
じ
と

い
う
認
識
は
実
に
見
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ
れ
に
よ
っ
て
猫
や
犬
に
対

す
る
人
間
の
認
識
は
深
ま
り
、
人
間
と
の
同
一
機
能
を
確
認
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
猫
や
犬
の
目
に
畏
敬
の
念
す
ら
涌
い
て
き
ま
す
。
少
な
く
と
も
猫
や

犬
の
目
を
害
す
る
こ
と
は
人
間
の
目
を
害
う
こ
と
と
同
じ
で
あ
る
と
い
う
認

識
が
生
ま
れ
ま
す
。
ま
た
人
間
に
対
す
る
認
識
も
深
ま
り
、
人
間
も
か
つ
て

は
彼
ら
と
同
じ
四
つ
足
動
物
で
あ
っ
た
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。
同
じ
同
一

化
、
同
一
性
の
認
識
で
も
、
そ
れ
が
人
間
を
中
心
に
他
に
及
ぼ
さ
れ
る
と
き
、
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い
わ
ゆ
る
そ
れ
は
対
象
の
擬
人
化
と
な
っ
て
、
対
象
の
発
見
に
は
な
ら
な

い
。
し
か
し
人
間
以
外
の
も
の
か
ら
人
間
に
そ
れ
が
施
さ
れ
る
と
き
、
そ
れ

は
他
者
と
人
間
双
方
の
認
識
を
格
段
に
前
進
さ
せ
ま
す
。（
小
川
晴
久
『
三
浦

梅
園
の
世
界
』
四
一－

四
二
頁
、
花
伝
社
、
一
九
八
九
年
）

も
ち
ろ
ん
、
梅
園
は
「
人
心
不
異
如
面
」
を
言
う
時
も
「
人
心
不
同
如
面
」
を
、

ま
た
「
人
心
不
同
如
面
」
を
言
う
時
も
「
人
心
不
異
如
面
」
を
常
に
随
伴
さ
せ
て

い
る
。
つ
ま
り
両
者
は
相
即
し
て
お
り
、
切
断
し
て
対
峙
す
る
関
係
に
は
な
い
。

そ
の
例
を
「
多
賀
墨
卿
君
に
こ
た
ふ
る
書
」（『
三
浦
梅
園
自
然
哲
学
論
集
』
岩
波

文
庫
。
以
下
同
じ
）
に
見
て
お
こ
う
。

（
貴
賤
と
も
に
）
只た

だ

人
の
間か

ん

な
れ
ば
、
只
孝
悌
忠
信
礼
儀
廉
恥
の
間か

ん

也
。
も
し

こ
の
人
の
外
に
道
を
た
て
人じ

ん
じ事

に
害
を
な
さ
ば
、
是こ

れ
つ
う通

天て
ん
か下

の
非
な
る
べ

し
。（
略
）
人
、
生
れ
て
各

お
の
お
の

已す
で

に
其
一
箇
の
天
地
を
有
し
、
各

お
の
お
の其

混こ
ん

淪り
ん

の
体

を
立
て
、
各
そ
の
鬱う

つ

浡ぼ
つ

の
神し

ん

を
活
す
れ
ば
、
権け

ん

を
以
て
下
を
御ぎ

よ

し
候
。
是
を

控こ
う

掣せ
い

（
お
さ
え
と
り
し
ま
る
）
す
と
い
へ
ど
も
、
も
し
其
徳
を
失
す
れ
ば
、

人
情
、
糜び

沸ふ
つ

し
て
其
権け

ん

も
ち
ゆ
る
所
な
し
。
其
心
の
鬱
浡
、
其
身
の
混
淪
と

同
異
、
居
を
同
じ
ふ
す
れ
ば
、
千
人
の
面お

も
て、

お
な
じ
き
ご
と
く
、
千
人
の
心
、

同
じ
。
千
人
の
面
、
同
じ
か
ら
ざ
る
ご
と
く
、
千
人
の
心
同
じ
か
ら
ず
。
故

に
世
に
処
す
る
の
道
、
意い

智ち

の
明め

い

、
研
窮
す
べ
し
と
い
へ
ど
も
、
人
情
の
変

化
、
熟
せ
ず
ん
ば
あ
る
べ
か
ら
ず
。

 

神し
ん

は
か
た
ち
な
ふ
し
て
活
し
、
物ぶ

つ

は
か
た
ち
有
つ
て
立
つ
。
か
た
ち
よ
く

其
の
神
を
容い

れ
て
活
し
、
神
よ
く
其
か
た
ち
に
居
て
立
つ
。（
四
六
頁
）

「
其
心
の
鬱
浡
、
其
身
の
混
淪
と
同
異
、
居
を
同
じ
ふ
す
れ
ば
」
と
は
、
身
の
形
は

異
な
っ
て
い
な
が
ら
心
の
は
た
ら
き
に
共
通
性
を
持
ち
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
個
体

を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
、「
人
心
不
同

如
面
」
で
あ
り
つ
つ
「
人
心
不
異
如
面
」
な
の
で
あ
る
。

「
心
の
鬱
浡
」
と
「
身
の
混
淪
」
に
つ
い
て
、「
多
賀
墨
卿
君
に
こ
た
ふ
る
書
」

は
次
の
よ
う
な
説
明
を
記
し
て
い
る
。

○
し
か
ら
ば
、
神し

ん

、
そ
の
状じ

よ
う、

い
か
ゞ
ぞ
と
い
へ
ば
、
唯
活か

つ

潑ぱ
つ

〻ぱ
つ

地ち

、
俗
に

い
は
ゆ
る
ぴ
ち
〳
〵
な
り
。
条
理
の
道
、
次
第
に
天
地
を
剖ほ

う

析せ
き

し
、
剖
析
に

し
た
が
ひ
て
其そ

の

反
態
も
変
化
を
尽
し
、
然
し
て
物ぶ

つ

の
分
る
ゝ
処
、
各
〻
一
神

物
を
成
立
す
れ
ば
、
其
な
り
の
出で

来き

様よ
う

と
其
ぴ
ち
つ
き
の
し
様よ

う

と
は
千
態
万

貌
、
異
な
れ
ど
も
、
火か

は
火か

の
体
を
な
し
て
火か

の
ぴ
ち
つ
き
を
な
し
、
水す

い

は

水す
い

の
体
を
な
し
て
水す

い

の
ぴ
ち
つ
き
を
な
し
、
魚
鳥
、
魚
鳥
の
体
に
し
て
魚
鳥

に
ぴ
ち
つ
き
、
天
地
、
天
地
の
体
に
し
て
天
地
に
ぴ
ち
つ
く
。
其
ぴ
ち
〳
〵

を
さ
し
て
鬱う

つ

浡ぼ
つ

と
い
ふ
事
に
し
て
、
混こ

ん

淪り
ん

は
則
物ぶ

つ

立
ち
て
見あ

ら

は
る
ゝ
貌ぼ

う

な

り
。（
三
四
頁
）

○
此
故
に
と
こ
は
て
も
な
き
物ぶ

つ

を
た
て
ゝ
ぴ
ち
〳
〵
と
す
る
神し

ん

を
其
内
に
活か

つ

す
。
是
を
神し

ん

、
鬱
浡
と
し
て
活
し
、
物ぶ

つ

、
混
淪
と
し
て
立
つ
と
い
ひ
、
小し

よ
う
ぶ
つ物

（
天
地
の
大
物
に
対
し
て
、
人
や
動
植
物
な
ど－

引
用
者
注
）、
皆
己お

の

が
か
た

ち
を
此
混
淪
に
と
り
、
己
が
神し

ん

を
此
鬱
浡
に
資と

り
て
、
天
地
の
間か

ん

に
な
ら
び

た
ち
、
各
〻
の
作
用
を
な
す
こ
と
な
り
。（
三
五
頁
）

「
活か

つ

潑ぱ
つ

〻ぱ
つ

地ち

」
を
表
わ
す
「
ぴ
ち
つ
き
」「
ぴ
ち
〳
〵
」
は
梅
園
の
愛
用
語
だ
っ
た

ら
し
い
。
ち
な
み
に
、
高
井
蘭
山
も
こ
の
俗
語
に
言
及
し
て
い
る
。『
新
編
水
滸
画

伝
』
第
二
編
の
緒
言
で
あ
る
（
文
政
一
一
〈
一
八
二
八
〉
年
）。

原げ
ん
ぽ
ん本

支し

な那
の
俗ぞ

く

字じ

俗ぞ
く

語ご

を
用も

ち
ふる

こ
と
多お

ほ

く
、
焉え

ん

哉さ
い

乎こ

也や

の
助じ

よ

字じ

な
く
、
的て

き

了れ
う

な
ど
の
字
を
添そ

へ

て
語ご

を
な
せ
り
。
経け

い
で
ん伝

に
は
是
を
用も

ち
ひず

と
い
へ
ど
も
、
朱し

ゆ

子し

中ち
う
よ
う庸

章し
や
う

句く

活く
わ
つ

々〳
〵

潑は
つ

地ち

の
字じ

あ
り
。
此こ

の

四
字
魚う

を

の
地ち

に
跳は

ね

て
、
ぴ
ち
〳
〵
す

る
と
云
俗ぞ

く

語ご

と
い
へ
り
。
是こ

れ

等ら

の
字じ

を
用も

ち
ひて

経け
い

を
註ち

う

す
る
こ
と
、
多
く
見み

え

ず
。
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た
だ
し
、
朱
子
の
『
中
庸
章
句
』
一
二
章
の
「
鳶
飛
戻
天
、
魚
躍
于
淵
」
の
箇

所
に
「
程
子
曰
く
、
此
の
一
節
、
子
思
喫
緊
人
た
る
処
、
活
潑
潑
地
、
読
者
其
れ

思
い
を
致
せ
」
と
あ
り
、「
活
々
潑
地
」
は
高
井
蘭
山
の
勘
違
い
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
述
べ
た
存
在
の
構
造
を
梅
園
は
『
中
庸
』
の
「
物
に
体
し
て
遺の

こ

さ
ず
」

に
結
び
つ
け
る
。

其
体た

い

を
没ぼ

つ

す
と
い
へ
ど
も
猶な

お

其
場
を
有
す
る
者
は
、
麁そ

中ち
ゆ
うに

天
を
な
し
て
、

精
中
よ
り
こ
れ
を
み
れ
ば
、
其
天
、
猶な

お

地
の
ご
と
く
な
り
。
然
し
て
鬱う

つ

浡ぼ
つ

の

神
に
い
た
り
て
は
其
場
を
占
め
ず
。
其
場
を
占
め
ざ
る
故
に
、
水
成
れ
ば
水

鬱
浡
と
し
て
活か

つ

し
、
火
成
れ
ば
火
鬱
浡
と
し
て
活か

つ

す
。
天
地
の
大
な
る
よ
り

し
て
、
散
小
の
万
物
に
い
た
つ
て
、
其
物ぶ

つ

〻ぶ
つ

に
鬱
浡
た
り
。
こ
れ
『
中
庸
』

に
い
は
ゆ
る
、「
物
に
体
し
て
遺の

こ

さ
ず
」
と
い
ふ
位
也
。（「
多
賀
墨
卿
君
に
こ

た
ふ
る
書
」
三
六
頁
）

「
物
に
体
し
て
遺の

こ

さ
ず
」
と
は
ど
う
い
う
意
味
か
。『
中
庸
』
第
一
六
章
に
よ
れ
ば
、

物
の
消
長
は
鬼
神
（
陰
陽
）
の
は
た
ら
き
に
よ
る
の
だ
が
、
鬼
神
は
目
に
見
え
な

い
。「
遺
す
べ
か
ら
ず
」（
不
可
遺
）
は
、「
物
を
一
つ
で
も
手
つ
か
ず
に
遺
し
て
お

く
こ
と
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
物
に
お
い
て
そ
の
体か

ら
だと

な
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
」（
中

国
古
典
選
『
大
学
・
中
庸
』）。
こ
こ
で
、
鬼
神
と
物
は
、
今
引
い
た
「
神
」
と

「
物
」
に
あ
た
る
。
こ
れ
に
対
し
、
伊
藤
仁
斎
の
『
中
庸
発
揮
』（
正
徳
四
年
〈
一

七
一
四
〉
刊
）
の
理
解
は
、
鬼
神
は
「
之
を
視
れ
ど
も
見
へ
ず
、
之
を
聴
け
ど
も

聞
へ
ず
。
物
に
体
せ
ん
と
す
れ
ど
も
遺
す
べ
か
ら
ず
（
此
れ
、
鬼
神
の
見
聞
す
べ

か
ら
ざ
る
を
言
ふ
な
り
。
体
は
猶
象
の
ご
と
き
な
り
。
言
ふ
は
、
鬼
神
は
形
と
声

と
無
し
。
物
に
象
て
之
を
遺
ん
と
欲
す
と
雖
も
、
得
べ
か
ら
ざ
る
な
り－

割
注
）」

と
い
う
も
の
で
、
鬼
神
は
、
物
を
借
り
て
形
を
現
わ
そ
う
と
し
て
も
で
き
な
い
と

い
う
意
。
な
お
仁
斎
は
、
こ
の
章
か
ら
以
降
の
『
中
庸
』
を
下
篇
と
し
、
篇
末
に

い
た
る
ま
で
「
中
庸
の
原
文
に
非
ず
」
と
断
じ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
存
在
構
造
の
理
解
を
、
梅
園
は
一
般
的
な
人
間
の
思
考
の
場

（
学
問
論
と
い
っ
て
も
よ
い
）
に
広
げ
て
展
開
し
て
見
せ
る
。

道
小
な
る
に
非
ず
、
人
こ
れ
を
小
に
す
る
也
。
世
の
学
者
門
戸
を
立
て
区
域

を
画
す
る
よ
り
、
大
に
し
て
は
儒
と
も
仏
と
も
道
と
も
神
と
も
分
れ
、
仏
中

に
は
顕
と
云
、
禅
と
云
、
浄
土
と
云
、
一
向
と
云
、
法
華
と
云
（
ふ
）。
儒
に

は
朱
子
、
王
陽
明
、
徂
徠
、
仁
斎
な
ど
枝
又
枝
を
生
じ
、
派
又
派
を
分
つ
。

広
き
天
地
の
誰
惜
む
者
世
界
を
へ
り
き
り
て
人
に
与
ふ
。
柳
を
ば
緑
に
さ
せ

て
其
緑
を
愛
し
、
桃
を
ば
紅
に
さ
か
せ
て
其
紅
を
愛
す
る
時
は
、
火
の
燃
え

て
上
る
も
水
の
ぬ
れ
て
下
る
も
、
皆
用
を
な
す
也
。
或
人
手
習
も
机
離
れ
せ

ざ
る
内
は
不
自
由
也
。
学
文
も　

離
れ
難
き
物
と
い
へ
り
。
書
を
読
め
ば
書

に
泥
み
、
門
に
よ
れ
ば
門
に
泥
む
。
机
離
れ
せ
ん
と
な
ら
ば
天
地
に
達
観
す

べ
し
。
天
地
は
容
れ
て
遺
さ
ぬ
者
也
。
門
戸
を
張
る
上
に
は
、
我
学
は
礼
義

に
従
ふ
、
心
を
論
ず
る
は
彼
が
学
也
、
理
を
談
ず
る
は
古
に
あ
ら
ず
な
ど
、

夫
を
避
る
事
あ
り
て
へ
り
き
り
学
問
と
な
れ
り
。
天
地
よ
り
し
て
観
る
時
は

理
を
論
ず
る
も
一
学
問
、
心
を
修
す
る
も
一
学
問
、
楓
葉
蘆
花
何
れ
か
秋
の

色
な
ら
ざ
ら
ん
。
世
に
処
す
る
に
大
同
と
各
好
尚
と
を
知
ら
ざ
れ
ば
泥
み
出

来
り
て
行
ひ
難
し
。
古
人
人
心
不
レ
同
如
レ
面
と
い
へ
り
。
千
人
に
千
様
の

面
、
万
人
に
万
様
の
面
な
れ
ば
、
清
も
あ
る
べ
し
、
和
も
あ
る
べ
し
、
任
も

有
る
べ
し
。
よ
く
座
禅
し
て
見
性
し
た
り
と
て
、
我
道
に
あ
ら
ず
と
て
悪
み
、

窮
理
は
古
聖
の
説
に
あ
ら
ず
と
て
嫌
ふ
。
姑
く
是
を
我
学
ぶ
所
に
非
ず
、
我

意
に
あ
ら
ず
と
せ
ん
は
、
勝
手
次
第
也
。
古
聖
の
説
に
あ
ら
ず
と
も
天
地
に

並
べ
て
見
る
べ
き
也
。
只
大
同
と
は
孝
悌
忠
信
礼
義
廉
恥
こ
れ
を
離
れ
、
天

地
の
化
育
を
害
し
、
王
者
安
民
の
道
に
害
あ
る
者
、
是
悪
む
べ
き
者
也
。
又
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今
の
学
者
か
づ
ら
学
を
好
む
人
あ
り
。
其
葛
と
云
は
、
た
と
へ
ば
朱
子
の
新

註
を
見
付
た
れ
ば
、
我
も
我
も
と
か
づ
ら
を
出
し
て
巻
く
、
ま
き
つ
く
所
を

見
て
本
木
を
見
る
。
本
木
倒
る
れ
ば
、
か
づ
ら
も
亦
倒
る
。
是
に
於
て
今
の

学
文
は
誰
に
て
も
ち
と
孤
立
す
る
者
あ
ら
ば
、
我
も
我
も
と
か
づ
ら
を
出
し

て
巻
く
也
。
得
失
は
姑
置
く
。
か
づ
ら
と
成
ら
ん
よ
り
は
巻
か
る
る
木
の
勝

な
る
べ
し
。
今
か
く
言
ふ
も
か
づ
ら
な
る
べ
し
と
我
も
を
か
し
く
思
ひ
侍
り

ぬ
。
右
い
う
如
く
宋
儒
窮
理
の
学
を
唱
ひ
し
よ
り
今
に
至
つ
て
よ
る
者
多

し
。
窮
理
の
字
本
文
の
外
に
学
の
基
を
立
た
る
を
堯
舜
已
来
の
法
と
言
ん
も

誣
た
る
也
。
窮
理
を
務
め
ん
事
は
天
地
の
大
観
に
於
て
は
一
助
あ
る
べ
し
。

松
村
と
西
洋
の
事
を
語
る
に
因
て
松
村
曰
、
西
洋
の
学
畢
竟
窮
理
の
学
也
。

務
め
て
物
の
性
を
知
る
に
在
り
、
性
を
知
る
に
て
能
物
を
な
す
と
い
へ
り
。

此
窮
理
の
字
も
性
の
字
も
宋
儒
の
所
謂
と
同
じ
き
に
も
非
ざ
れ
ど
も
、
西
洋

の
学
は
能
く
も
の
の
理
を
推
し
極
め
物
の
性
を
尽
す
。
能
く
道
を
小
に
せ
ず

物
を
天
地
の
如
く
容
れ
、
天
地
に
達
観
せ
ん
と
な
ら
ば
、
能
く
天
地
の
条
理

を
し
り
、
是
非
を
大
同
上
に
分
ち
、
各
好
尚
を
海
の
如
く
容
る
べ
し
。
是
乃

天
地
を
師
と
す
る
也
。（「
帰
山
録
下
」『
梅
園
全
集
』
上
巻
、
一
一
〇
二－

一

一
〇
四
頁
。
句
読
点
引
用
者
）

「
帰
山
録
」
は
、
安
永
七
年
〈
一
七
七
八
〉、
五
六
歳
の
時
の
八
月
か
ら
十
月
に

か
け
て
の
長
崎
再
訪
の
記
録
。
松
村
は
そ
の
時
吉
雄
耕
牛
と
と
も
に
交
流
し
た
松

村
君
紀
の
こ
と
。
天
文
地
学
な
ど
に
詳
し
か
っ
た
（『
梅
園
全
集
』
上
巻
「
凡
例
」

に
よ
る
）。

こ
の
文
章
で
、
梅
園
は
天
地
の
学
を
根
底
に
お
い
て
論
じ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、

人
が
生
き
る
場
に
お
け
る
大
同
と
好
尚
を
置
く
。
大
同
が
さ
き
に
大
谷
が
意
味
し

た
「
共
通
性
」、「
好
尚
」
が
「
多
様
性
」
に
あ
た
る
だ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
を
確
認

し
た
う
え
で
、
こ
の
梅
園
の
文
章
を
た
ど
っ
て
お
こ
う
。

道
は
本
来
小
さ
な
も
の
で
は
な
い
の
に
、
人
が
そ
れ
を
分
割
し
て
小
さ
く
し
て

し
ま
う
の
だ
。
学
者
も
門
戸
学
派
を
た
て
て
儒
教
、
仏
教
、
道
教
、
神
道
と
な
り
、

さ
ら
に
そ
の
仏
教
が
顕
教
、
禅
、
浄
土
、
一
向
宗
、
法
華
宗
と
分
か
れ
、
儒
教
も

ま
た
枝
派
を
た
て
て
い
る
始
末
で
あ
る
。

広
大
な
天
地
を
誰
が
惜
し
ん
で
仕
切
り
を
作
っ
て
与
え
る
の
か
。
柳
は
緑
を
愛

し
、
桃
の
花
の
紅
を
愛
す
れ
ば
そ
れ
で
い
い
し
、
火
が
燃
え
て
上
昇
す
る
の
も
水

が
濡
れ
て
下
る
も
み
ん
な
自
然
の
ま
ま
で
存
在
し
て
い
る
の
だ
。
手
習
い
も
学
問

も
書
斎
を
離
れ
な
け
れ
ば
自
由
に
は
た
ら
か
な
い
の
に
、
そ
れ
が
む
ず
か
し
い
の

だ
。
本
を
読
め
ば
本
に
と
ら
わ
れ
、
あ
る
学
派
に
倚
れ
ば
、
そ
れ
に
と
ら
わ
れ
て

し
ま
う
。
本
当
に
は
た
ら
き
を
自
分
の
も
の
に
す
る
に
は
、
天
地
の
在
り
方
を
透

徹
し
て
理
解
す
る
こ
と
だ
。
天
地
は
す
べ
て
を
受
け
入
れ
て
残
す
所
が
な
い
。

門
戸
を
張
れ
ば
、
我
が
学
、
彼
の
学
、
理
の
議
論
は
古
で
は
な
い
な
ど
と
、
仕

切
り
ば
か
り
の
学
問
と
な
っ
て
し
ま
う
。
天
地
の
立
場
か
ら
見
る
な
ら
、
理
を
論

ず
る
も
一
つ
の
学
問
、
心
を
修
す
る
も
一
つ
の
学
問
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
楓
の

葉
、
蘆
の
花
の
ど
れ
も
が
秋
の
季
節
を
示
し
て
い
る
の
だ
。

世
に
処
し
て
生
き
て
い
く
に
は
、
大
同
と
好
尚
と
い
う
こ
と
が
大
切
だ
。
そ
れ

を
知
ら
な
い
と
物
事
が
停
滞
し
て
し
ま
う
。
古
人
も
、「
人
心
同
じ
か
ら
ざ
る
こ
と

面
の
如
し
」
と
言
っ
て
い
る
。
人
の
心
は
千
人
万
人
と
も
に
異
な
る
の
だ
か
ら
、

清
も
和
も
任
も
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
な
の
に
、
座
禅
見
性
を
自
分
の
や
り
方
で
は

な
い
と
言
っ
て
憎
み
、
窮
理
の
学
は
古
聖
人
の
説
で
は
な
い
と
言
っ
て
嫌
う
。
し

ば
ら
く
の
間
は
、
こ
れ
は
自
分
の
学
ぶ
道
で
は
な
い
、
私
の
選
ぶ
道
で
は
な
い
と

す
る
の
な
ら
、
そ
れ
は
そ
の
人
の
勝
手
で
あ
る
が
、
古
聖
人
の
説
で
な
い
と
し
て

も
、
天
地
に
な
ら
べ
て
吟
味
し
て
み
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
こ
で
大
同
と
は
、「
孝
悌
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忠
信
礼
義
廉
恥
」
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
そ
む
き
、
天
地
自
然
の
化
育
を
阻

害
し
、
王
者
が
民
を
安
ん
ず
る
道
を
邪
魔
す
る
者
は
憎
む
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
今
の
学
者
に
「
か
づ
ら
学
」
を
好
む
人
が
い
る
。
そ
れ
は
、
た
と
え
ば

朱
子
の
新
註
を
見
つ
け
る
と
誰
も
彼
も
そ
れ
に
取
り
つ
き
巻
く
。
巻
き
つ
く
所
を

見
て
本
木
を
見
る
だ
け
な
の
だ
。
本
木
が
倒
れ
れ
ば
、
か
づ
ら
も
倒
れ
る
。
で
あ

る
か
ら
、
今
の
学
問
は
何
か
際
立
っ
た
物
の
よ
う
に
見
え
る
も
の
が
あ
る
と
、

寄
っ
て
た
か
っ
て
か
づ
ら
を
巻
く
。
得
失
は
し
ば
ら
く
お
く
が
、
か
づ
ら
と
な
る

よ
り
巻
か
れ
る
木
に
な
る
こ
と
の
方
が
肝
要
な
の
に
。
今
こ
の
よ
う
に
言
う
の
も

か
づ
ら
だ
ろ
う
と
自
分
自
身
で
も
お
か
し
く
な
る
の
だ
が
。
宋
儒
が
窮
理
の
学
を

提
唱
し
て
か
ら
今
ま
で
、
多
く
の
人
々
が
今
言
っ
た
か
づ
ら
の
よ
う
に
そ
れ
に
寄

り
着
い
て
い
る
。
窮
理
は
も
と
も
と
『
易
』
に
見
え
る
言
葉
だ
が
、
そ
の
言
葉
を

学
の
基
本
に
据
え
た
の
は
堯
舜
以
来
の
方
法
と
言
っ
て
い
る
が
そ
れ
は
ね
じ
ま
げ

た
言
い
方
だ
。
た
し
か
に
窮
理
は
天
地
を
達
観
す
る
学
の
一
助
で
は
あ
る
。
松
村

に
よ
れ
ば
、
西
洋
の
学
は
つ
ま
る
と
こ
ろ
窮
理
で
あ
る
、
物
の
構
造
を
知
る
こ
と

を
専
一
に
つ
と
め
、
そ
れ
に
よ
っ
て
物
事
を
処
理
し
て
い
る
。
西
洋
の
窮
理
も
性

も
宋
儒
の
言
う
意
味
と
同
じ
で
は
な
い
が
、
西
洋
の
学
問
は
よ
く
物
の
性
と
理
を

窮
め
尽
し
て
い
る
。

道
を
小
さ
い
も
の
に
せ
ず
、
物
を
天
地
が
す
る
よ
う
に
容
れ
、
そ
し
て
天
地
の

構
造
を
透
徹
し
よ
う
と
す
る
な
ら
、
天
地
の
条
理
を
知
り
、
大
同
の
見
地
か
ら
物

事
の
是
非
を
知
り
、
各
各
の
好
尚
を
海
の
如
く
寛
容
に
受
け
入
れ
る
こ
と
が
大
切

だ
。
こ
れ
こ
そ
天
地
を
師
と
す
る
と
い
う
こ
と
な
の
だ
。

要
す
る
に
、
天
地
の
中
に
生
き
、
天
地
の
中
で
考
え
て
い
る
人
間
は
天
地
で
あ

る
。
そ
の
天
地
を
考
究
す
れ
ば
、「
へ
り
き
り
学
問
」
な
ど
に
は
な
ら
な
い
し
、「
へ

り
き
り
学
問
」
で
あ
る
こ
と
に
す
ぐ
気
が
つ
く
。
梅
園
は
そ
う
言
っ
て
い
る
。
天

地
の
学
こ
そ
が
す
べ
て
の
学
の
弊
害
を
払
拭
す
る
。
梅
園
の
主
張
は
強
く
、
揺
る

が
な
い
。

以
上
の
梅
園
の
考
え
は
関
連
し
て
い
く
つ
か
の
視
点
に
分
岐
す
る
。
大
同
と
好

尚
、
天
地
の
学
と
人
倫
の
関
係
、
専
門
性
批
判
、
気
の
は
た
ら
き
、
陰
陽
の
表
記

に
つ
い
て
の
こ
だ
わ
り
な
ど
。
以
下
、
節
を
あ
ら
た
め
て
見
て
お
こ
う
。

二　
大
同
と
好
尚

さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、「
人
心
不
異
如
面
」（
共
通
性
）
と
「
人
心
不
同
如
面
」

（
多
様
性
）
は
「
大
同
」
と
「
好
尚
」
に
言
い
か
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
小
川
晴
久

は
、
梅
園
の
『
贅
語
』
善
悪
帙
の
「
善
悪
訓
」
か
ら
次
の
言
葉
を
引
い
て
以
下
の

よ
う
に
論
じ
る
。

「
学
は
天
を
師
と
し
人
を
友
と
す
。
天
を
師
と
す
れ
ば
則
ち
能
く
之
に
順
う
。

人
を
友
と
す
れ
ば
則
ち
局
促
す
る
所
な
し
。
之
を
大
同
に
得
て
、
之
を
各
好

尚
に
責
め
ず
（「
学
師
天
友
人
。
師
天
則
能
順
之
。
友
人
則
莫
所
局
促
。
得
之

於
大
同
。
不
責
之
於
各
好
尚
。」）。

 

瑩
を
再
び
素
に
帰
す
と
は
、
天
を
師
と
す
る
こ
と
で
あ
り
、
自
分
の
認
識

成
果
を
天
の
大
同
の
中
に
位
置
づ
け
る
こ
と
で
あ
る
。
あ
る
い
は
大
同
の
中

に
な
げ
か
え
す
こ
と
で
あ
る
。
天
地
と
の
つ
き
合
わ
せ
で
も
あ
る
し
、
天
地

に
比
し
て
い
か
に
自
分
が
小
さ
い
か
、
自
ら
の
限
界
を
認
識
す
る
こ
と
で
も

あ
る
。
認
識
論
的
に
は
こ
の
よ
う
に
解
せ
よ
う
。
だ
か
ら
先
の
「
誠
実
さ
」

に
た
ち
帰
る
こ
と
も
、
こ
の
天
地
の
大
同
に
か
え
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
で

は
じ
め
て
人
間
は
謙
虚
に
も
素
直
に
も
な
れ
る
。
人
間
は
大
自
然
の
前
で
、

い
や
草
花
の
前
で
も
同
じ
こ
と
、
心
か
ら
、
そ
し
て
み
ち
が
え
る
よ
う
に
素
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直
に
、
謙
虚
に
な
る
も
の
で
あ
る
。（
小
川
晴
久
「
疎
外
と
自
然
―
梅
園
と

船
山
の
方
法
―
」、「
東
京
大
学
教
養
学
部
人
文
科
学
科
紀
要
」
九
七
号
、
一

四
四
頁
、
一
九
九
三
年
。
な
お
小
川
に
は
、「
梅
園
学
会
報
」
二
八
号
所
載

「
天
人
の
分
と
天
人
の
合
―
人
の
重
視
と
天
の
重
視
―
」
と
い
う
同
旨
の

論
が
あ
る
。
二
〇
〇
三
年
）。

「
瑩え

い

を
再
び
素
に
帰
す
」
は
、
磨
い
た
玉
の
光
を
も
と
に
も
ど
す
と
い
う
意
。「
先

の
「
誠
実
さ
」」
と
は
、
小
川
が
直
前
で
引
い
て
い
る
梅
園
の
「
礼
文
は
以
て
人
を

修
め
、
誠
実
は
以
て
人
を
成
す
」（『
贅
語
』
善
悪
帙
「
誠
偽
」）
の
「
誠
実
」
を
受

け
る
。
こ
の
小
川
の
論
文
に
関
連
し
て
、『
贅
語
』「
善
悪
帙
」
の
「
善
悪
訓
」
の

文
章
を
、
便
宜
四
つ
に
分
け
て
も
う
少
し
広
く
引
い
て
お
こ
う
（『
梅
園
全
集
』

上
、
五
八
七
頁
）。

（
一
）
善
を
好
み
悪
を
悪
む
者
は
、
天
下
の
同
情
。
人
の
同
じ
く
欲
す
る
所
の
者
を

挙
て
、
之
を
同
じ
く
之
を
欲
す
る
人
に
行
ひ
、
人
の
同
じ
く
悪
む
所
の
者
を
察
し

て
、
之
を
同
じ
く
之
を
悪
む
人
に
懲
す
。
是
に
於
て
好
悪
人
と
違
は
ず
。
故
に
令

す
れ
ば
行
は
れ
、
禁
す
れ
ば
止
み
、
唱
れ
ば
和
す
、
道
け
ば
従
ふ
。
譲
も
亦
之
を

悦
び
、
取
も
亦
之
を
悦
ぶ
。
之
を
是
、
大
同
と
謂
ふ
。

○
「
大
同
」
の
、
一
面
だ
が
、
直
接
的
な
説
明
で
あ
る
。

（
二
）
然
る
と
雖
も
学
ば
ざ
れ
ば
術
な
し
。
智
に
貴
き
所
の
者
は
、
学
な
り
。
其
の

蔀
を
毀
し
四
方
に
明
通
す
。
若
し
未
だ
天
人
に
達
せ
ざ
れ
ば
、
旧
に
仍
て
其
の
目

を
眯く

ら
ます

。

○
学
問
の
意
味
が
ど
こ
に
あ
る
か
を
呈
示
し
て
い
る
。

（
三
）
学
、
諸
家
の
分
有
り
、
古
今
の
異
有
り
。
諸
家
の
態
は
則
ち
区
域
を
画
し
、

護ご

訐け
つ

（
ま
も
る
と
そ
し
る
）
を
事
と
す
。
古
の
学
者
、
文
字
に
纒
は
ず
。
今
の
学

者
、
牢か

た

く
章
句
に
貼
（
く
っ
つ
く
）
す
。
明
を
開
く
も
茲
に
由
る
、
才
に
屈
す
る

も
茲
に
由
る
。
故
に
学
、
天
を
師
と
し
人
を
友
と
す
、
天
を
師
と
す
れ
ば
則
ち
能

く
之
に
順
ひ
、
人
を
友
と
す
れ
ば
則
ち
局
促
す
る
所
莫
し
。
之
を
大
同
に
得
て
、

之
を
各
好
尚
に
責
め
ず
。

○
今
の
学
の
弊
害
を
述
べ
て
い
る
。「
之
を
大
同
に
得
て
、
之
を
各
好
尚
に
責
め

ず
」
と
は
、
大
筋
で
一
致
納
得
す
れ
ば
、
細
か
い
所
の
異
同
に
は
寛
容
に
な
れ
る
、

と
い
う
意
。

（
四
）
故
に
其
れ
人
を
治
む
な
り
。
能
く
運
用
を
為
し
、
能
く
感
応
を
保
す
。
趣
舎

嗜
好
は
衆
の
私
意
な
り
。
人
各
其
の
意
を
有
す
れ
ば
、
各
向
ふ
所
有
り
。
向
ふ
所

同
じ
か
ら
ざ
れ
ば
、
見
る
所
同
じ
か
ら
ず
。
見
る
所
同
じ
か
ら
ざ
れ
ば
、
養
ふ
所

同
じ
か
ら
ず
。
養
ふ
所
同
じ
か
ら
ざ
れ
ば
、
是
非
す
る
所
同
じ
か
ら
ず
。
是
非
す

る
所
同
じ
か
ら
ざ
れ
ば
、
守
禦
す
る
所
異
な
り
。
守
禦
す
る
所
異
な
れ
ば
道
路
目

を
反
す
。
是
を
各
異
と
謂
ふ
。
何
ぞ
其
れ
大
に
同
じ
く
、
何
ぞ
其
れ
各
異
な
る
。

生
の
別
な
り
。
若
し
此
に
通
ぜ
ざ
れ
ば
、
或
は
其
の
子
の
悪
を
知
ら
ず
、
或
は
赤

子
を
愛
外
に
置
く
。
故
に
同
を
以
て
異
に
誣
る
者
は
、
非
な
り
。
異
を
以
て
同
を

疑
ふ
者
は
惑
な
り
。
議
論
紛
若
た
れ
ば
、
是
非
熾さ

か

ん
に
し
て
善
悪
蔵か

く

れ
、
人
情
疎

通
す
れ
ば
善
悪
は
適
い
是
非
は
公
。

○
こ
こ
で
も
好
尚
と
大
同
の
関
係
を
論
じ
、
大
同
へ
の
方
向
を
確
言
し
て
い
る
。

次
は
『
玄
語
』「
例
旨
」
の
文
章
で
あ
る
が
、
偏
狭
な
世
界
の
中
で
是
非
を
争
う

こ
と
と
大
同
の
対
比
を
述
べ
、
さ
ら
に
両
者
の
融
合
の
場
を
求
め
よ
う
と
し
た
も

の
で
あ
る
（
山
田
慶
児
に
よ
る
口
語
訳
。「
日
本
の
名
著
」
二
〇
『
三
浦
梅
園
』
所

収
、
三
二
一－

三
二
二
頁
）

そ
も
そ
も
、
天
下
に
善
人
や
悪
人
、
利
口
な
者
や
愚
鈍
な
者
が
い
り
み
だ
れ

て
い
る
の
は
、
高
い
山
に
登
っ
て
、
雲う

ん

霧む

烟え
ん

霞か

、
山
沢
江
湖
、
竹
樹
鳥
獣
の

雑
然
と
し
た
形
を
な
が
め
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
天
は
こ
の
雑
然
と
し
た
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形
を
容い

れ
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
君
主
は
こ
の
い
り
み
だ
れ
る
人
び
と
を
育

や
し
な

う
こ
と
が
で
き
る
。『
周
礼
』
の
観
点
か
ら
み
れ
ば
、
老
子
や
墨
子
や
申
子
や

韓
非
子
の
徒
も
、
儒
で
あ
る
。
道
を
異
に
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、

儒
者
と
は
、
先
王
の
礼
法
に
か
な
っ
た
服
を
ま
と
い
、
先
王
の
教
え
に
も
と

づ
く
こ
と
ば
を
説
く
者
で
あ
る
。
そ
の
道
は
善
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
九
種
の

指
導
者
の
ひ
と
つ
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
徳
と
み
な
す
も
の
を
徳
で
あ

る
と
主
張
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
と
み
な
す
も
の
を
道
で
あ
る
と
主
張
し
て
、

境
界
を
も
う
け
る
。
境
界
が
い
っ
た
ん
で
き
る
と
、
そ
の
土
地
は
狭
く
な
る
。

狭
く
な
れ
ば
争
い
、
争
え
ば
闘た

た
かう

。
闘
う
と
、
た
が
い
に
そ
の
非
が
み
え
て
、

是ぜ

が
わ
か
ら
な
い
。
是
非
の
判
別
が
妥
当
で
な
け
れ
ば
、
た
が
い
に
承
服
で

き
ず
、
攻
撃
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
離り

叛は
ん

し
、
拡
大
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
偏
狭
に
な

る
。
い
り
み
だ
れ
て
い
る
人
民
は
お
の
れ
と
同
胞
な
の
に
、
ど
う
し
て
た
が

い
に
領
域
を
争
う
の
か
。（
略
）

 

わ
た
し
は
貧
し
い
さ
び
れ
た
土
地
の
ひ
と
り
の
農
夫
で
あ
る
が
、
さ
い
わ

い
に
も
日
月
の
よ
う
な
聖
賢
の
光
に
で
あ
い
、
ひ
そ
か
に
ひ
ろ
び
ろ
と
し
た

天
子
の
恩
沢
を
仰
い
で
い
る
。
徳
は
天
地
に
あ
ま
ね
く
ゆ
き
わ
た
り
、
物
は

そ
れ
ぞ
れ
の
所
を
得
て
い
る
。
わ
た
し
は
人
び
と
の
悦
び
怨
む
も
の
か
ら
善

悪
を
理
解
し
、
人
び
と
の
栄
誉
と
し
恥
辱
と
す
る
も
の
か
ら
是
非
を
考
察
し

た
。
賢
者
で
あ
れ
愚
者
で
あ
れ
同
類
で
あ
れ
異
類
で
あ
れ
、
世
界
中
の
ひ
と

は
み
な
兄
弟
で
あ
り
、
た
れ
も
が
大
い
な
る
父
の
膝
の
う
え
で
教
育
さ
れ

る
。
ひ
そ
か
に
考
え
て
み
る
に
、
わ
た
し
は
王
者
の
民
で
あ
り
、
心
の
な
か

で
こ
っ
そ
り
と
天
地
の
根
源
を
の
ぞ
き
見
し
て
い
る
が
、
や
は
り
み
ん
な
と

い
っ
し
ょ
に
楽
し
み
、
あ
く
せ
く
せ
ず
に
悠
々
と
歳
を
卒お

え
た
い
。
門
戸
を

開
く
ひ
と
が
あ
れ
ば
入
り
、
門
戸
を
閉
ざ
す
ひ
と
が
あ
れ
ば
入
ら
ず
、
そ
れ

ぞ
れ
の
好
み
を
大
同
に
ゆ
だ
ね
た
い
。
だ
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
派
の
学
問

を
固
守
し
、
も
っ
ぱ
ら
ひ
と
つ
の
専
門
に
依
拠
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
わ

た
し
が
棄
て
て
か
れ
が
拾
い
、
わ
た
し
が
非
と
し
て
か
れ
が
是
と
す
る
の

は
、
大
同
で
は
な
い
。
だ
か
ら
、
判
別
す
る
と
き
は
天
地
に
依
拠
し
、
選
択

す
る
と
き
は
天
地
に
依
拠
す
る
。
言
葉
に
過
ち
が
あ
れ
ば
、
わ
た
し
が
天
地

に
似
て
も
つ
か
な
い
の
で
あ
り
、
言
葉
が
妥
当
で
あ
れ
ば
、
わ
た
し
が
天
地

に
似
か
よ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

梅
園
は
『
詩
轍
』
に
お
い
て
、
普
遍
性
（
自
然
の
道
理
）
に
対
し
て
、
そ
の
人
、

そ
の
時
代
の
好
尚
を
視
界
に
入
れ
て
い
る
（
拙
稿
「
三
浦
梅
園
の
詩
論
」『
渾
沌
』

第
八
号
、
近
畿
大
学
大
学
大
学
院
文
芸
学
研
究
科
、
二
〇
一
一
年
）。「
多
賀
墨
卿

君
に
こ
た
ふ
る
書
」
で
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

天
地
の
是ぜ

非ひ

善ぜ
ん

悪あ
く

と
い
ふ
も
の
は
、
学
者
も
わ
か
れ
（
区
別
が
つ
く－

引
用

本
文
注
）
素
人
も
わ
か
れ
、
君
も
に
く
み
民
も
に
く
み
、
仏
者
も
ほ
め
儒
者

も
ほ
め
候
物
に
候
。
そ
れ
者し

や

同
志
の
是
非
得
失
を
、
み
な
己お

の

が
お
も
ふ
ま
ゝ

に
せ
ん
と
お
も
ふ
は
、
世
の
中
の
人
の
顔
を
一
つ
様
に
せ
ん
と
お
も
ふ
様
な

る
者
に
て
候
。
造ぞ

う

物ぶ
つ

の
手
に
さ
へ
合あ

わ

ざ
る
事
を
、
己
が
お
も
ふ
様
に
せ
ん
と

お
も
ふ
は
、
大
な
る
不
了
見
に
候
。（
前
掲
書
、
四
三
頁
）

ま
た
山
本
嘉
孝
は
、「
樫
田
北
岸
の
「
瓶
話
」」
で
次
の
よ
う
に
記
す
。
北
岸
は
、

「
社
」
に
加
わ
る
べ
き
人
の
前
提
と
し
て
、「
独
楽
不
如
衆
楽
」（
独
楽
は
衆
楽
に
如

か
ず
）
と
『
孟
子
』
梁
惠
王
下
の
言
葉
を
引
き
な
が
ら
、
挿
花
は
一
人
よ
り
多
数

で
楽
し
む
方
が
よ
い
、
と
述
べ
、
同
時
に
、「
雖
然
人
心
如
面
。
好
尚
不
一
」（
然

り
と
雖
も
人
心
面
の
如
し
。
好
尚
一
な
ら
ず
）
と
、
人
の
好
み
は
各
々
異
な
る
か

ら
、「
我
烏
可
使
駆
衆
人
而
従
吾
所
好
哉
」（
我
烏
く
ん
ぞ
衆
人
を
駆
り
て
吾
が
好

む
所
に
従
は
し
む
べ
け
ん
や
）
と
、
大
勢
の
人
々
を
自
分
の
嗜
好
に
従
わ
せ
る
つ
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も
り
は
な
い
と
述
べ
て
い
る
（『
雅
俗
』
一
六
号
、
二
〇
一
七
年
）。

こ
こ
で
好
尚
の
極
端
な
例
を
引
い
て
お
こ
う
。

唐ノ楊
烱
、
好
ン
デ
、
古
人
ノ
姓
名
ヲ
用
ヒ
シ
カ
ハ
、
世
コ
レ
ヲ
点
鬼
簿
（
左

訓－
ク
ハ
コ
テ
ウ
）
ト
云
、
駱
賓
王
、
好
ン
デ
数
対
ヲ
用
ヒ
シ
カ
バ
、
世
コ

レ
ヲ
算
博
士
ト
云
、
宋ノ王
岐
公
、
好
ン
デ
金
玉
珠
碧
ノ
字
ヲ
用
ヒ
シ
カ
バ
、

其
兄
コ
レ
ヲ
至
宝
丹
ト
云
シ
由
、
玉
屑
ニ
見
ユ
、
秦
少
游
、
好
ン
デ
豔え

ん

麗れ
い

ノ

字
ヲ
用
ユ
、
世
以
テ
小
石
調
ト
ス
、
詩
藪
ニ
見
ユ
、
子
美
ハ
好
ン
デ
時
事
ヲ

云
、
世
詩
史
ノ
称
ア
リ
、
于
鱗
動
モ
ス
レ
バ
風
塵
ノ
字
ヲ
用
ユ
、
故
ニ
李
風

塵
ノ
名
ア
リ
、
鄭
谷
好
ン
デ
僧
ノ
字
ヲ
用
ヒ
、
魏
野
好
ン
デ
鶴
ノ
字
ヲ
用
ヒ

シ
カ
バ
、
仲
先カ筆
苑
多
籠
レ
鶴ヲ、
鄭
谷カ詞
壇
愛スレ
惹ヲレ
僧ヲノ
譏
ア
リ
、（『
詩
轍
』

巻
六
「
雑
記
」
の
「
詩
癖
」
の
項
、
二
八
ウ
）

楊
烱
、
駱
賓
王
、
王
岐
公
の
癖
は
、『
詩
人
玉
屑
』
巻
十
「
詩
病
」
に
、
秦
少
游

の
癖
は
『
詩
藪
』
外
篇
五
に
王
岐
公
の
癖
と
並
ん
で
記
さ
れ
、
そ
の
小し

ょ
う
せ
き石

調
（
楽

曲
の
名
）
に
つ
い
て
は
、『
詩
人
玉
屑
』
巻
十
「
詞
勝
」
に
そ
の
具
体
が
記
さ
れ
て

い
る
。「
好
尚
」
は
外
か
ら
見
れ
ば
「
各
異
」
で
あ
る
。

横
目
竪
鼻
大
同
な
り
、
美
醜
長
短
は
各
異
な
り
。
同
し
て
同
じ
か
ら
ざ
る
、

異
り
て
異
な
ら
ざ
る
、
猶
其
面
の
如
し
。
故
に
其
の
異
な
る
所
を
合
す
れ
は

人
情
適
せ
ず
、
其
の
同
き
所
を
分
て
は
天
下
壊
乱
す
。（『
贅
語
』
五　

善
悪

帙
上
「
性
習
」、
五
九
一
頁
）

同
じ
こ
と
を
、『
二
程
全
書
』
巻
四
十
一
「
人
物
篇
」
は
「
聖
賢
の
世
に
処
す
る
、

大
同
の
中
に
於
い
て
不
同
有
ら
ず
と
云
う
こ
と
莫
し
。
大
同
能
わ
ざ
る
者
は
常
を

乱
し
理
に
払も

と

る
の
み
。
不
同
能
わ
ざ
る
者
は
是
俗
に
随
い
汚
に
習
う
の
み
」
と
言

い
、
ま
た
同
じ
く
「
心
性
篇
」
で
「
公
な
れ
ば
同
じ
く
、
私
な
れ
ば
異
な
り
、
同

じ
き
は
天
心
な
り
」
と
も
言
う
。

三　
専
門
性
批
判　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
浦
梅
園
は
学
の
専
門
分
化
に
批
判
的
だ
っ
た
。
そ
れ
は
天
地
の
学
を
志
向
す

る
梅
園
に
と
っ
て
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
天
地
の
学
に
、
専
門
の
垣
根
が
あ
る
と
、

学
そ
の
も
の
が
成
り
立
た
な
い
。

専
門
性
批
判
は
、
本
稿
第
一
節
で
引
い
た
『
帰
山
録
』
や
『
玄
語
』「
例
旨
」
な

ど
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
初
期
の
『
元げ

ん
き炁

論
』「
水
火
」
を
引
こ
う
（
カ
ッ

コ
内
は
割
注
）。
既
存
の
思
想
に
頼
ら
ず
、
安
易
な
妥
協
も
排
し
て
い
る
。

学
も
又
専
門
あ
り
。
己
を
己
と
し
、
彼
を
彼
と
す
れ
ば
、
各
涯
分
あ
り
。
各

涯
分
あ
れ
ば
、
人
の
是
非
を
き
く
に
暇
あ
ら
ず
。
人
の
是
非
を
き
く
に
暇
あ

ら
ざ
れ
ば
、
語
て
其
心
を
忖
る
事
能
は
ず
、
訟
を
聞
て
其
情
を
察
す
る
事
能

は
ず
、
つ
か
ふ
て
其
材
を
つ
く
さ
し
め
ず
、
悪
ん
で
そ
の
よ
き
を
し
ら
ず
、

愛
し
て
そ
の
悪
を
し
ら
ず
、
学
を
お
さ
め
て
其
意
を
得
ず
（
道
を
と
く
事
同

じ
か
ら
ず
。
故
に
彼
々
が
分
を
有
し
、
己
々
が
分
を
有
す
。
各
そ
の
分
を
有

す
れ
ば
、
涯
分
な
き
事
能
は
ず
。
涯
分
あ
れ
ば
、
せ
ま
か
ら
ざ
る
事
能
は
ず
。

涯
分
せ
ま
け
れ
ば
、
人
と
戦
ざ
る
事
能
は
ず
。
戦
へ
ど
も
彼
が
非
を
な
ら
し
、

か
れ
が
善
を
と
る
事
能
は
ず
。
と
る
事
能
は
ざ
れ
ば
、
弥
己
が
分
を
せ
ば
む

る
に
た
れ
り
。
故
に
彼
我
是
非
を
せ
め
て
是
非
あ
た
ら
ず
、
戦
を
し
て
服
せ

し
む
事
あ
た
は
ず
、
我
渠
が
是
非
を
せ
め
て
是
非
あ
た
ら
ず
、
渠
を
し
て
我

に
ふ
く
せ
し
む
る
こ
と
能
は
ず
。
こ
ゝ
に
於
て
旗
を
と
つ
て
壇
に
上
り
三
軍

を
指
揮
し
、
天
下
を
し
て
了
然
と
し
、
そ
の
是
非
を
し
ら
し
め
、
そ
の
能
を

つ
く
さ
し
め
、
其
費
を
省
し
め
、
よ
く
そ
の
礼
を
損
益
せ
ん
事
、
必
予
三
教

中
の
人
に
待
事
能
は
ず
）。
し
か
ら
ざ
れ
ば
両
可
の
言
を
設
け
、
あ
る
ひ
は
渾

合
の
説
を
な
す
、
悲

か
な
し
い

夫か
な

。（『
梅
園
全
集
』
上
巻
七
五
一
頁
）
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次
は
梅
園
も
影
響
を
受
け
た
と
さ
れ
る
『
東
西
均
』
の
所
説
で
あ
る
。『
東
西
均

注
釈
』（
方
以
智
撰
、
龐
樸
注
釈
。
中
国
思
想
史
資
料
叢
刊
、
中
華
書
局
刊
、
二
〇

一
六
年
）
の
「
全
偏
」
よ
り
引
い
て
お
こ
う
。
専
門
性
と
偏
向
と
を
結
び
つ
け
て

論
じ
て
い
る
。

凡
そ
学
は
専
門
に
非
ざ
れ
ば
精
し
き
こ
と
能
わ
ず
、
而
し
て
専
は
必
ず
偏
。

（
略
）
能
く
各
専
門
の
精
を
容
れ
、
而
し
て
合
併
し
て
こ
れ
を
統
ベ
る
者
、
こ

れ
を
公
全
と
為
す
。

「
公
全
」
と
「
偏
精
」
の
関
係
に
つ
い
て
、「
全
偏
」
の
一
節
に
次
の
ご
と
く
に
あ
る
。

公
全
は
能
く
偏
精
を
容
れ
る
、
偏
精
は
必
ず
公
全
を
厭
い
、
必
ず
公
全
の
上

に
駕
す
。
世
遂
に
以
て
公
全
の
偏
精
に
如し

か
ず
と
す
。
井
蛙
の
み
。

梅
園
の
好
む
文
章
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

も
う
一
例
、
専
門
性
批
判
の
文
章
を
引
い
て
お
こ
う
。『
玄
語
』
の
第
十
二
次
稿

本
の
断
簡
「
玄
語　

乾
」
自
叙
で
あ
る
（
岩
見
輝
彦
『
三
浦
梅
園
の
聲
主
の
学
』

四
四
九
頁
）。

之
を
是
非
す
る
に
天
地
を
以
て
し
、
之
を
取
舎
す
る
に
天
地
を
以
て
し
、
其

の
門
を
護
し
、
其
の
戸
を
守
り
、
区
域
を
画
し
て
、
是
非
の
途
を
殊
に
し
、

以
て
他
の
賢
哲
を
禦
せ
ざ
ら
ん
こ
と
を
。

四　
恕
―
人
倫
の
世
界
と
天
地
の
学

人
心
不
同
を
強
調
し
、
そ
の
認
識
に
固
執
す
る
な
ら
、
科
学
も
哲
学
も
そ
し
て

倫
理
も
成
り
立
た
な
い
。

三
浦
梅
園
は
「
気
」
の
重
視
、
あ
る
い
は
天
地
に
始
ま
り
も
終
わ
り
も
な
い
と

い
う
認
識
で
伊
藤
仁
斎
と
共
通
す
る
（
拙
稿
「
死
活
の
説
」『
人
は
万
物
の
霊
』
五

一
頁
、
二
〇
〇
七
年
。
柳
沢
南
『
三
浦
梅
園
の
哲
学
思
想
』「
三
浦
梅
園
と
古
学
思

想
」。
二
〇
〇
八
年
）。
し
か
し
、
こ
の
共
通
性
は
茫
漠
と
し
た
も
の
な
の
で
、
こ

こ
で
は
少
し
ふ
み
こ
ん
で
お
こ
う
。
次
は
仁
斎
の
『
仁
斎
日
札
』
の
一
節
で
あ
る
。

�
易
に
曰
く
、「
天
の
道
を
立
つ
る
や
、
曰
く
、
陰
と
陽
と
」。
此
の
語
、「
一

陰
一
陽
、
之こ

れ

を
道
と
謂
ふ
」
と
自
ら
同
じ
か
ら
ず
。
蓋
し
、「
一
陰
一
陽
、
之

を
道
と
謂
ふ
」
は
即
ち
流
行
の
義
な
り
。「
天
の
道
を
立
つ
る
や
、
曰
く
、
陰

と
陽
と
」
は
、
対た

い

待た
い

の
理
を
明あ

か

す
。
蓋
し
、
物
は
両り

や
う有

り
て
後
化
す
。
両
無

け
れ
ば
則
ち
以
て
化
す
る
こ
と
無
し
。
此
れ
天
地
自
然
の
理
に
し
て
、
万
物

の
生
ず
る
に
至
つ
て
、
皆
然
ら
ざ
る
は
莫な

し
。
此
を
外
に
し
て
更
に
道
理
無

し
。
故
に
陰
陽
の
字
間
に
於
て
一
の
与と

字
を
著つ

く
。
意
味
見
る
べ
し
。
所
謂

「
太
極
両
儀
を
生
ず
」
と
は
、
即
ち
分
生
の
謂い

ひ

に
し
て
、
生せ

い
し
ゆ
つ出

の
義
に
非
ず
。

（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
九
九
、
二
八
頁
）

「
対た

い

待た
い

の
理
」「
物
は
両り

や
う有

り
て
後
化
す
」「
故
に
陰
陽
の
字
間
に
於
て
一
の
与と

字
を

著つ

く
。
意
味
見
る
べ
し
。
所
謂
「
太
極
両
儀
を
生
ず
」
と
は
、
即
ち
分
生
の
謂い

ひ

に

し
て
、
生せ

い
し
ゆ
つ出

の
義
に
非
ず
」
な
ど
は
梅
園
の
天
地
自
然
の
基
本
的
な
理
解
と
共
通

す
る
。
仁
斎
の
こ
の
思
想
は
『
語
孟
字
義
』「
天
道
」
に
も
明
確
に
示
さ
れ
て
い

る
。
一
節
を
引
い
て
確
認
し
て
お
こ
う
。

易え
き

に
曰い

わ

く
、「
一
陰
一
陽
、
こ
れ
を
道
と
謂
う
。」
そ
の
お
の
お
の
一
字
を
陰い

ん

・

陽よ
う

の
字
の
上
に
加
う
る
者
は
、
け
だ
し
か
の
一
陰
に
し
て
一
陽
、
一
陽
に
し

て
又
一
陰
、
往お

う

来ら
い

消し
よ
う
ち
よ
う

長
、
運め

ぐ

っ
て
已や

ま
ざ
る
の
意
を
形
容
す
る
ゆ
え
ん
な

り
。
け
だ
し
天
地
の
間あ

い
だは

、
一い

ち

元げ
ん

気き

の
み
。
あ
る
い
は
陰
と
な
り
、
あ
る
い

は
陽
と
な
り
、
両ふ

た

つ
の
者
ひ
た
す
ら
に
両り

よ
う
か
ん間

に
盈え

い

虚き
よ

消
長
往
来
感か

ん

応の
う

し
て
、

い
ま
だ
か
つ
て
止し

息そ
く

せ
ず
。
こ
れ
即
ち
是
れ
天
道
の
全ぜ

ん

体た
い

、
自し

然ぜ
ん

の
気き

機き

、

万ば
ん

化か

こ
れ
よ
り
し
て
出
で
て
、
品ひ

ん

彙い

こ
れ
に
由
っ
て
生
ま
る
。（
日
本
思
想
大
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系
『
伊
藤
仁
斎　

伊
藤
東
涯
』
一
四－

一
五
頁
）

仁
斎
も
ま
た
天
地
を
動
態
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
。

し
か
し
、
仁
斎
と
梅
園
は
あ
え
て
役
割
を
分
担
し
た
か
の
よ
う
に
、
こ
こ
で
分

れ
る
。
仁
斎
が
こ
こ
か
ら
天
下
の
倫
理
（
人
と
人
と
の
間
）
の
追
究
を
急
務
と
し

て
志
向
し
た
の
に
対
し
、
梅
園
は
天
地
の
学
（
科
学
や
哲
学
）
に
向
か
っ
て
い
っ

た
。
そ
し
て
、「
恕
」
の
思
潮
の
中
で
両
者
は
再
び
接
近
す
る
。
そ
の
接
近
の
様
子

は
ど
う
い
う
も
の
だ
っ
た
か
。

伊
藤
仁
斎
の
「
恕
」
に
つ
い
て
、『
語
孟
字
義
』
の
「
忠
恕
」
の
項
か
ら
抜
粋
し

て
お
こ
う
（
項
目
番
号
を
含
め
て
、
前
掲
『
伊
藤
仁
斎　

伊
藤
東
涯
』
に
よ
る
）。

 

1
お
の
れ
の
心
を
竭つ

く
し
尽つ

く
す
を
忠ち

ゆ
うと

し
、
人
の
心
を
忖は

か

り
度は

か

る
を
恕じ

よ

と
す
。
按
ず
る
に
集し

つ
ち
ゆ
う註

引
く
程て

い
し子

「
お
の
れ
を
尽
く
す
こ
れ
を
忠
と
謂
う
」、

当
れ
り
。
た
だ
恕
の
字
の
訓く

ん

い
ま
だ
当
ら
ざ
る
こ
と
を
覚お

ぼ

ゆ
。

 

2
程て

い

子し

曰
く
、「
お
の
れ
を
推お

す
、
こ
れ
を
恕じ

よ

と
謂
う
」。
愚ぐ

以お

も謂
え
ら
く　

お
の
れ
を
推お

す
は
恕
に
あ
ら
ず
、
乃す

な
わち

恕
を
用
ゆ
る
の
要よ

う

、
け
だ
し
恕じ

よ

以い

後ご

の
事
な
り
。
程
子
の
い
わ
ゆ
る
お
の
れ
を
推
す
者
は
、
即
ち
「
お
の
が
欲
せ

ざ
る
と
こ
ろ
は
人
に
施
す
こ
と
な
か
れ
」
の
意
。
け
だ
し
夫ふ

う

子し

・
子し

貢こ
う

問も
ん

答ど
う

に
因
っ
て
し
か
い
う
。
し
か
れ
ど
も
恕じ

よ

の
字じ

を
し
て
お
の
れ
を
推お

す
の
義ぎ

有

ら
し
む
る
と
き
は
、
す
な
わ
ち
子し

貢こ
う

問と

う
て
「
一い

ち

言ご
ん

に
し
て
も
っ
て
身
を
終お

う
る
ま
で
こ
れ
を
行
な
う
べ
き
者
有
り
や
」
と
曰
う
に
及
ん
で
、
夫ふ

う

子し

た
だ

「
そ
れ
恕じ

よ

か
」
と
曰
い
て
、
可
な
り
。
し
こ
う
し
て
復ま

た
「
お
の
が
欲
せ
ざ
る

と
こ
ろ
は
、
人
に
施
す
こ
と
な
か
れ
」
と
曰
う
べ
か
ら
ず
。
す
で
に
「
そ
れ

恕
か
」
と
曰
う
。
し
こ
う
し
て
又
「
お
の
が
欲
せ
ざ
る
と
こ
ろ
は
人
に
施
す

こ
と
な
か
れ
」
と
曰
う
と
き
は
、
す
な
わ
ち
そ
の
意
す
で
に
重ち

よ
う
ふ
く復

す
。
故
に

知
る　

恕
の
字
の
義
、
も
と
お
の
れ
を
推
す
の
意
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
、

仁
斎
は
、
た
と
え
ば
、「
己
を
以
て
物
に
及
ぼ
す
は
仁
な
り
。
己
を
推
し
て
物
に
及

ぼ
す
は
恕
な
り
」（『
二
程
全
書
』
巻
四
十
一
「
人
物
篇
」）
を
『
論
語
』
を
舞
台
に

し
て
批
判
し
て
い
る
の
だ
が
、「
己
を
推
し
て
物
に
及
ぼ
す
」
こ
と
が
な
ぜ
恕
で
は

な
い
の
か
。
大
谷
雅
夫
「
恕
と
お
も
い
や
り
と
の
間
」（「
国
語
国
文
」
四
八
巻
三

号
、
一
九
七
九
年
三
月
）
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
一
面
で
自
分
の
思
い
を
他
に
押
し

つ
け
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
仁
斎
は
、「
恕
」
は
「
推
己
」
で
は
な
い
と
断

言
し
、「
人
の
心
を
己
れ
の
心
と
す
る
こ
と
」「
無
私
と
な
る
努
力
」
を
説
い
た
の

で
あ
る
。
こ
の
大
谷
の
議
論
は
核
心
を
つ
い
て
い
る
。「
お
の
れ
を
推お

す
は
恕
に
あ

ら
ず
、
乃す

な
わち

恕
を
用
ゆ
る
の
要よ

う

、
け
だ
し
恕じ

よ

以い

後ご

の
事
な
り
」
と
い
う
発
言
は
、

「
推
己
」
は
「
恕
」
を
実
現
す
る
た
め
の
一
つ
の
方
法
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
意
味
で

あ
ろ
う
。

 

5
後
世
の
学
問
大
い
に
聖
人
の
意
に
差た

が

う
ゆ
え
ん
の
者
は
、
も
っ
ぱ
ら
持じ

敬け
い

致ち

知ち

を
も
っ
て
要よ

う

と
な
し
て
、
忠
恕
を
も
っ
て
務
め
と
す
る
こ
と
を
知
ら

ざ
る
に
由よ

る
。
け
だ
し
道
は
も
と
人じ

ん

己き

を
分わ

か

つ
こ
と
無
し
。
故
に
学
亦
人
己

を
分
つ
こ
と
無
し
。
い
や
し
く
も
忠ち

ゆ
う

を
も
っ
て
お
の
れ
を
尽
く
し
、
恕じ

よ

を

も
っ
て
人
を
忖は

か

る
に
あ
ら
ざ
る
と
き
は
、
す
な
わ
ち
人
己
を
合
わ
せ
て
こ
れ

を
一い

つ

に
す
る
こ
と
あ
た
わ
ず
。
故
に
道
を
行
な
い
徳
を
成
さ
ん
と
欲
す
る
と

き
は
、
す
な
わ
ち
忠
恕
よ
り
切せ

つ

な
る
は
な
く
、
又
忠
恕
よ
り
大だ

い

な
る
は
な
し
。

こ
こ
で
仁
斎
は
「
け
だ
し
道
は
も
と
人じ

ん

己き

を
分わ

か

つ
こ
と
無
し
。
故
に
学
亦
人
己
を

分
つ
こ
と
無
し
」、
忠
恕
が
す
た
れ
る
な
ら
、「
す
な
わ
ち
人
己
を
合
わ
せ
て
こ
れ

を
一い

つ

に
す
る
こ
と
あ
た
わ
ず
」
と
言
っ
て
、
人
倫
の
世
界
の
普
遍
性
を
主
張
し
て

い
る
。「
大
同
」
へ
の
道
で
あ
る
。
こ
れ
は
人
心
の
多
様
性
の
認
識
と
は
ま
た
別
の

次
元
の
視
点
で
あ
る
。
人
心
の
多
様
性
を
認
識
す
る
が
ゆ
え
の
視
点
と
言
っ
て
も

よ
い
。
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一
方
、
三
浦
梅
園
も
次
の
よ
う
に
「
恕
」
の
思
潮
に
同
化
し
て
い
る
（「
恕
の
道

の
説
」、
寛
延
三
年
草
稿
、
安
政
二
年
〈
一
八
五
五
〉
刊
『
梅
園
叢
書
』
巻
上
。
振

り
仮
名
は
省
略
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
）。

世
話
に
身
を
つ
め
り
て
人
の
痛
さ
を
知
れ
と
は
、
賤
し
き
俚
語
な
が
ら
よ
く

道
に
か
な
へ
り
。
身
の
痛
き
事
を
し
ら
ば
、
人
も
い
た
か
る
べ
し
と
し
り
て

人
に
施
さ
ぬ
な
り
。（
略
）
我
身
に
骨
の
折を

れ

る
事
は
人
の
身
に
も
ほ
ね
を
れ
我

身
に
悲
し
き
事
は
人
の
身
に
も
か
な
し
。
一
切
み
な
し
か
な
り
。
是
を
恕
と

い
ふ
。
大
学
に
は
絜け

つ

矩く

の
道
と
い
へ
り
。
宋
の
王
旦
と
い
ひ
し
人
、
寇こ

う
じ
ゅ
ん準

と

云
し
人
と
同
じ
く
つ
か
へ
て
、
王
旦
は
中
書
に
あ
り
、
寇
準
は
枢
密
院
に
あ

り
し
が
、
中
書
よ
り
出
し
け
る
も
の
に
印
を
倒

さ
か
さ
まに

つ
き
て
遣つ

か
はし

け
り
。
寇
準

速
に
人
を
遣
し
て
時
に
行こ

う
け
ん譴

し
け
り
。
そ
の
の
ち
枢
密
院
よ
り
出
し
け
る
も

の
、
亦
あ
や
ま
り
て
印
を
倒
に
つ
き
け
り
。
時
に
中
書
の
者
ど
も
右
の
ご
と

く
に
せ
ん
と
い
ひ
け
る
を
、
王
旦
聞
て
さ
き
の
枢
密
院
よ
り
の
仕
方
よ
し
と

思
ふ
や
あ
し
し
と
お
も
ふ
や
と
い
へ
ば
、
あ
し
け
れ
ば
こ
そ
と
い
ひ
け
る

を
、
人
の
悪
き
と
知
り
て
そ
の
悪
き
を
学
ぶ
事
や
あ
る
と
て
、
其
事
は
止
に

け
り
と
ぞ
。
陶
淵
明
小
者
を
お
き
て
子
に
遣
す
と
て
、
是
も
ま
た
人
の
子
な

り
、
愛
し
て
使
ふ
べ
し
と
な
り
。
是
等
は
み
な
道
を
み
る
こ
と
明
か
な
る
が

故
に
事
に
泥
ま
ず
。

「
絜き

つ

矩く

の
道
」
は
、
自
分
の
心
を
さ
し
が
ね
と
し
て
他
人
の
心
を
思
い
や
る
意

（『
大
学
』
伝
十
章
）。
王
旦
の
説
話
は
『
宋
名
臣
言
行
録
』
巻
二
に
あ
る
説
話
。
た

だ
し
、
印
を
さ
か
さ
ま
に
押
す
と
い
う
箇
所
は
な
く
、
た
だ
「
礙
詔
格
」「
違
旧

詔
」
と
な
っ
て
い
る
。
梅
園
が
参
照
し
た
の
は
別
の
本
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
梅
園
は
こ
の
よ
う
な
「
恕
」
の
考
察
を
、
以
下
の
通
り
天
地
の
学
に

位
置
づ
け
て
い
く
。
す
な
わ
ち
、「
智
を
ひ
ら
く
」
や
り
方
と
し
て
、
梅
園
は
「
推

す
」（
推
観
）「
反
す
る
」（
反
観
）
と
い
う
こ
と
が
必
要
だ
と
言
っ
た
。「
推
す
」

は
「
人
よ
り
し
て
人
を
察
す
る
」
と
き
に
、「
反
す
る
」
は
「
己お

の
れに

あ
ら
ざ
る
物
を

察
す
る
」
と
き
に
使
う
。

智
を
ひ
ら
く
に
、
推
す
、
と
反
す
る
、
と
心
得
べ
き
事
に
候
。
人
よ
り
し
て

人
を
察
す
る
に
は
「
柯か

を
執と

り

て
柯
を
き
る
」
の
理り

に
て
、
我わ

が

悦
ば
し
き
事
、

人
の
悦
ぶ
事
に
し
て
、
我
か
な
し
き
事
、
人
の
哀か

な

し
む
事
な
り
。
己お

の
れに

あ
ら

ざ
る
物
を
察
す
る
に
は
、
火か

の
好
み
水す

い

に
推
す
べ
か
ら
ず
。
魚
の
好
み
鳥
に

推
す
べ
か
ら
ず
。
故
に
反
観
あ
ら
ざ
れ
ば
、
我
に
あ
ら
ざ
る
も
の
に
通
ず
る

事
能
は
ず
。
推
観
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
人
に
恕じ

よ

す
る
事
能
は
ず
。
恕じ

よ

の
義
は
、

俗
に
身
を
つ
み
て
人
の
い
た
さ
を
し
る
に
し
て
、
古
人
の
解
も
数あ

ま
た多

み
え
候

へ
ば
略
し
候
。（「
多
賀
墨
卿
君
に
こ
た
ふ
る
書
」
四
四－

四
四
頁
）

「
柯か

を
執と

り

て
柯
を
き
る
」
は
、『
詩
経
』
豳ひ

ん

風ふ
う

の
「
伐ば

つ
か柯

」
の
「
柯
を
伐
り
柯
を
伐

る
。
其
の
則
遠
か
ら
ず
」
が
も
と
で
、
人
に
対
す
る
法
は
自
分
も
人
だ
と
気
が
つ

き
さ
え
す
れ
ば
よ
い
の
だ
、
と
い
う
意
。『
中
庸
』
第
十
三
章
に
も
見
え
る
。
こ
の

よ
う
な
思
考
の
根
幹
に
は
、『
造
物
余
譚
』
の
「
総
テ
天
地
ニ
達
観
セ
ン
ト
ナ
ラ

バ
、
人
ヲ
棄
テ
、
人
ヲ
モ
万
物
ヲ
モ
同
ジ
コ
ト
ニ
傍
観
シ
テ
、
而
シ
テ
後
人
ニ
得

ベ
シ
。
天
地
ニ
私
ノ
覆
載
無
ク
、
日
月
ニ
私
ノ
照
シ
無
シ
」（
前
掲
書
五
四－

五
五

頁
）
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
。

「
反
観
」
と
「
推
観
」
の
関
係
を
「
恕
」
に
及
ぼ
し
て
、
小
川
晴
久
は
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

梅
園
が
要
求
す
る
恕
の
実
践
は
、
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
、
相
手
の
心
を
自

分
の
心
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
相
手
の
立
場
に
立
つ
と
い
う
こ
と
は
、
実
に

難
し
い
。
こ
ち
ら
を
無
に
し
な
け
れ
ば
（
否
定
し
な
け
れ
ば
）
で
き
な
い
。

こ
れ
は
反
観
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
上
で
相
手
を
推
し
は
か
る
。
推
観
で
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あ
る
。
と
す
れ
ば
恕
は
反
観
的
推
観
で
あ
る
。
今
後
は
こ
の
よ
う
に
定
義
す

べ
き
で
あ
る
。（「
敢
語
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
―
恕
の
精
神
と
礼
楽
制
度

―
」。「
梅
園
学
会
報
」
三
八
号
）

小
川
の
提
言
は
、「
推
己
」
が
内
包
し
て
い
る
一
種
の
強
制
を
免
れ
る
可
能
性
を

持
つ
だ
ろ
う
。

「
恕
」
が
発
動
す
る
場
は
個
体
の
壁
を
つ
き
ぬ
け
て
普
遍
へ
い
た
る
契
機
に
な

り
得
る
。
か
く
て
仁
斎
と
梅
園
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
や
視
点
か
ら
「
恕
」
の
普

遍
性
に
向
か
っ
た
。「
恕
」
は
普
遍
性
へ
の
契
機
、
通
路
に
な
り
得
た
の
で
あ
る
。

五　
気
の
は
た
ら
き

こ
こ
で
、
梅
園
哲
学
の
基
本
に
あ
る
「
気
」
に
つ
い
て
、
梅
園
も
影
響
を
受
け

た
『
天
経
或
問
』（
清
の
游
子
六
著
、
一
六
七
五
年
序
）
の
思
考
の
一
端
を
西
川
如

見
の
訓
点
（
享
保
十
五
年
〈
一
七
三
〇
〉
刊
）
に
よ
っ
て
見
て
お
こ
う
（
振
り
仮

名
一
部
引
用
者
）。

問
ふ
、
気
は
一
な
り
。
何
を
以
て
能
く
変
ず
。
水
火
風
雲
雨
露
の
同
じ
か
ら

ざ
る
は
何
ぞ
。
曰
く
、
天
地
の
間
は
皆
気
な
り
。
気
、
中
に
貫
実
し
て
、
虚

廓
に
充
塞
す
る
と
き
は
、
則
ち
一
な
り
。
而
し
て
其
の
出
る
所
の
体
、
軽
重

爽
膩
の
同
じ
か
ら
ず
。
故
に
其
の
変
亦
た
同
じ
か
ら
ざ
る
こ
と
有
る
の
み
。

湿
は
水
為
り
、
燥
は
火
為
り
。
火
は
出
て
天
に
附
し
、
水
は
浮
て
地
に
附
す
。

（「
風
雲
雨
露
霧
霜
」）

天
地
万
物
、
生
ず
れ
ば
必
ず
死
す
る
こ
と
あ
り
。
長
ず
れ
ば
必
ず
消
す
る
こ

と
有
り
。
自
然
の
理
な
り
。
乾
坤
は
古
人
謂
て
造
化
と
曰
ふ
。
如も

し
造
し
て

化
せ
ざ
れ
ば
、
則
ち
太
虚
に
充
満
せ
ん
。
化
し
て
造
せ
ず
ん
ば
、
則
ち
大
塊

も
亦
消
せ
ん
。
物
物
皆
然
り
。
而
る
に
水
独
り
運
転
し
て
以
て
生
生
す
る
こ

と
を
為
ん
や
。
図
象
幾
表
に
曰
く
、
地
中
の
虚
竅
甚
だ
多
し
。
皆
水
気
火
気

と
虚
と
行
は
る
。
虚
気
と
水
火
と
皆
相
接
て
際
無
し
。
而
も
能
く
相
化
す
る

者
な
り
。
地
中
の
気
、
水
と
接
り
、
水
は
気
に
随
て
到
る
。
而
し
て
土
の
情

本も
と

冷
、
気
其
の
冷
に
遇
ふ
。
亦
化
し
て
水
と
為
る
。
故
に
地
中
皆
水
な
り
。

水
は
降
を
主

つ
か
さ
どり

て
土
に
浮
く
。
火
は
升
を
主
り
て
土
に
生
ず
。
虚
の
、
天
下

地
上
に
積
て
、
水
気
、
質
を
凝
せ
る
。
稍や

や

土
よ
り
軽
く
、
地
に
附
て
居
れ
り
。

惟ひ
と

り
地
形
最
も
重
し
。
水
下
に
凝
結
し
て
、
万
形
万
質
、
之
に
就
か
ざ
る
莫

し
。
水
は
既
に
地
に
有
り
。
地
は
胡
桃
の
如
し
。
凸
有
り
凹
有
り
。
海
は
則

ち
胡
桃
の
凹
な
る
処
な
り
。
故
に
百
川
海
に
匯

み
つ
た
ま
つて

（
左
訓－

く
わ
い
）、
后

則
ち
漸
く
消
し
て
、
重
く
し
て
鹹
な
り
。（「
海
」）

「
図
象
幾
表
」
は
方
孔
炤し

よ
う（

潜
夫
）
撰
『
周
易
時
論
合
編
』
の
一
部
。「
海
」
の
文

章
に
わ
か
り
に
く
い
所
が
あ
る
の
で
、
入
江
東
阿
『
天
経
或
問
註
解
』（
寛
延
三
年

〈
一
七
五
〇
〉
刊
。『
日
本
科
学
技
術
古
典
籍
資
料
』「
天
文
学
篇
一
二
」
に
よ
る
）

を
借
用
し
よ
う
。「
虚
気
ノ
天
下
地
上
ニ
積
テ
而
水
気
ニ
凝
質
ス
レ
バ
稍
ク
土
ヨ

リ
軽
ク
地
ニ
附
テ
居
ス
ル
ト
ナ
リ
」「
惟
リ
地
ノ
形
最
モ
重
シ
。
水
ノ
下
ニ
凝
リ
結

テ
万
形
万
質
此
地
ニ
就
着
セ
ズ
ト
云
コ
ト
ナ
シ
。
水
ハ
既
ニ
地
ニ
就
在
ス
」。

以
下
、
こ
れ
ら
『
天
経
或
問
』
の
思
考
と
関
連
す
る
梅
園
の
記
述
を
『
死
生
譚
』

（『
梅
園
全
集
』
上
巻
所
収
）
か
ら
抜
粋
し
て
お
こ
う
（
振
り
仮
名
句
読
点
引
用

者
）。『
玄
語
』
起
草
か
ら
四
年
目
に
あ
た
る
宝
暦
七
年
〈
一
七
五
七
〉、
梅
園
三
五

歳
の
著
述
で
あ
る
。
死
生
の
論
が
お
の
づ
か
ら
天
地
の
学
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

 
 

　
　
　

生
化

物
に
あ
れ
ば
生
化
と
い
ひ
、
人
に
あ
れ
ば
死
生
と
い
ふ
。
物
と
我
と
お
な
じ
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く
天
地
の
間
に
あ
り
て
生
化
す
れ
ば
、
其
名
同
じ
か
ら
ず
と
雖
、
其
事
は
一

也
。
こ
の
ゆ
へ
に
死
生
を
し
ら
ん
と
な
ら
ば
、
生
化
の
故
を
し
る
べ
し
。
生

化
は
泛ひ

ろ

く
い
ふ
の
言
葉
に
し
て
、
死
生
は
専
に
い
ふ
の
言
也
。
天
地
の
間
に

生
化
せ
ぬ
も
の
な
し
。
源
泉
を
発
し
て
夜
と
な
く
昼
と
な
く
流
れ
て
絶
ざ
る

も
の
は
生
々
也
。
海
一
日
川
の
流
を
う
け
て
長

と
こ
し
えに

盈み
た

ざ
る
物
は
化
々
也
。
生

と
は
出
来
て
物
を
な
し
、
化
と
は
き
え
失
せ
て
形
を
失
ふ
也
。（
略
）
天
地
の

間
も
し
生
ず
る
の
み
に
て
化
せ
ず
ば
、
一
盞
の
燈
も
天
に
み
つ
べ
し
。
化
す

る
の
み
に
て
生
せ
ず
ば
大
海
の
水
も
涸
渇
す
べ
し
。
化
す
れ
ば
生
じ
、
生
ず

れ
ば
化
す
。
是
を
一
気
の
通
と
云
ふ
。（
七
六
五－

七
六
六
頁
）

 
 

　
　
　

死
生

天
地
の
あ
い
だ
唯
か
た
ち
あ
る
も
の
と
形
な
き
も
の
と
の
ふ
た
つ
の
み
。
形

な
き
も
の
は
目
に
遮さ

え
ぎら

ず
、
手
に
と
ら
れ
ず
、
よ
つ
て
虚
と
も
い
ひ
、
無
と

も
い
へ
ど
も
、
是
気
に
し
て
空
虚
な
し
。
此
気
あ
つ
ま
れ
ば
形
を
な
し
、
散

ず
れ
ば
形
を
と
く
。
む
す
ぶ
も
の
は
気
の
魂
な
り
、
と
く
る
も
の
は
気
の
融

な
り
。
唯
気
物
（
気
が
物
に－

引
用
者
）
に
ふ
る
る
こ
と
同
じ
か
ら
ざ
れ
ば
、

そ
の
形
を
結
ぶ
も
お
な
じ
か
ら
ず
。（
略
）
生
々
の
気
た
ゞ
ふ
る
る
所
に
し
た

が
ひ
託
す
る
所
に
よ
り
て
同
じ
か
ら
ず
。
是
を
一
気
の
通
と
い
ふ
。（
略
こ
れ

を
も
て
此
気
天
に
あ
れ
ば
転
り
、
地
に
あ
れ
ば
た
も
ち
、
時
に
あ
れ
ば
往
来

し
、
物
に
あ
れ
ば
化
生
す
。（
略
）
気
と
は
元
来
形
あ
る
に
あ
ら
ず
、
聚
り
て

も
気
な
り
、
散
じ
て
も
気
な
り
。
然
ど
も
其
気
に
幽
明
の
跡
あ
り
て
同
じ
か

ら
ず
。
明
と
は
形
な
し
と
い
へ
ど
も
、
其
跡
の
あ
る
な
り
。
幽
と
は
形
も
な

く
跡
も
な
き
な
り
。
あ
と
と
は
さ
む
き
に
か
た
ち
は
な
け
れ
ど
も
、
寒
け
れ

ば
寒
き
の
跡
あ
り
。
あ
つ
き
に
か
た
ち
な
け
れ
ど
も
あ
つ
け
れ
ば
あ
つ
き
の

跡
あ
る
が
如
し
。
目
み
、
耳
き
き
、
肢
体
う
ご
き
、
心
に
は
さ
ま
ざ
ま
の
喜

怒
愛
憎
迷
悟
利
鈍
跡
を
な
す
所
あ
れ
ば
、
是
を
明
と
い
ふ
。
さ
れ
ば
形
あ
れ

ば
気
明
な
り
。
形
な
け
れ
ば
気
幽
な
り
。
幽
な
り
と
は
気
な
し
と
い
ふ
に
あ

ら
ず
、
形
と
跡
と
の
な
き
な
り
。（
略
）
目
は
み
る
気
を
具
し
、
耳
は
き
く
気

を
具
し
、
口
は
い
ふ
気
を
具
し
、
肢
体
の
手
足
は
動
作
の
気
を
具
す
。
胸
臆

の
具
す
る
処
こ
れ
を
心
と
云
ふ
。
耳
目
肢
体
の
形
な
れ
ば
、
視
聴
言
動
の
気

な
き
こ
と
能
は
ず
。
目
肢
体
の
形
解
れ
ば
視
聴
言
動
の
こ
と
こ
と
能
は
ず
。

猶
ひ
か
り
の
燈
に
し
た
が
つ
て
消
ゆ
る
が
こ
と
し
。
胸
臆
に
心
あ
る
事
、
耳

目
に
視
聴
あ
る
が
ご
と
し
。
来
る
に
は
去
あ
つ
て
偶
し
、
明
な
る
に
は
暗
あ

つ
て
偶
し
、
上
に
は
下
あ
つ
て
偶
し
、
有
に
は
無
あ
つ
て
偶
す
る
を
し
れ
ば
、

天
地
の
数
は
二
つ
。（
七
六
九－

七
七
〇
頁
）

 
 

　
　
　

蘇
生

昔
晋
の
趙
管
子
や
ん
で
人
を
し
ら
ざ
る
事
七
日
、
天
帝
の
所
に
ゆ
き
百
神
と

鈞き
ん
て
ん天

に
あ
そ
び
広こ

う

楽が
く

を
聞
く
と
い
へ
り
。
そ
れ
心
は
人
の
一
気
の
精
華
に
し

て
、
や
め
ば
み
だ
れ
、
復
す
れ
ば
正
し
、
夜
は
漠
然
と
し
て
ひ
そ
ま
り
、
昼

は
粲
然
と
し
て
ひ
ら
く
。
然
し
て
心
は
つ
く
所
に
そ
み
、
ふ
る
ゝ
所
に
動
き

て
、
心
は
一
心
の
主
宰
と
し
て
視
聴
言
動
の
気
を
指
揮
し
て
つ
か
ふ
者
な

り
。
主
宰
も
し
視
聴
言
動
の
気
の
為
に
み
だ
ら
る
ゝ
時
、
妄
動
妄
見
す
。

（
略
）
是
疑
念
輪
廻
の
夢
を
な
す
も
の
に
し
て
、
輪
廻
前
生
の
夢
を
な
す
に
あ

ら
ず
と
云
ふ
。（
七
七
七－

七
七
八
頁
）

 
 

　
　
　

再
生

そ
れ
一
気
は
生
化
を
な
す
所
の
気
に
し
て
、
一
気
に
は
死
生
な
し
。
死
す
る

に
あ
ら
ず
、
生
ず
る
に
あ
ら
ず
。
取
れ
ど
も
つ
き
ず
、
取
ざ
れ
ど
も
ま
さ
ざ

る
も
の
は
、
一
気
の
気
む
す
び
て
生
る
れ
ど
も
、
一
気
に
気
散
し
て
解
れ
ど

も
、
一
気
な
り
。
た
と
へ
ば
、
大
海
の
水
を
く
み
て
そ
の
ま
ゝ
海
に
か
へ
し
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又
此
海
を
く
む
に
、
此
水
さ
き
に
く
め
る
水
な
り
と
い
は
ゞ
い
つ
わ
り
、
さ

き
の
水
に
あ
ら
ず
と
い
は
ゞ
し
ゆ
る
（
誣
い
る－

引
用
者
）
な
り
。
さ
れ
ば

生
化
は
一
気
の
通
ず
る
所
な
れ
ば
、
生
々
の
気
み
つ
れ
ば
自
生
ず
。（
七
七
八

－
七
七
九
頁
）

「
死
生
な
し
」
と
い
う
「
一
気
」（
一
元
気
）
は
世
界
の
根
源
の
は
た
ら
き
で
あ
っ

て
私
た
ち
の
知
覚
に
は
入
っ
て
こ
な
い
。
入
っ
て
く
る
の
は
一
元
気
が
露
出
し
た

形
で
あ
る
「
陰
陽
」
以
後
に
お
い
て
で
あ
る
。
世
界
の
は
た
ら
き
の
こ
の
原
型
を

梅
園
は
「
一
即
一
一
」「
一
一
即
一
」
と
い
う
形
で
く
り
返
し
た
。
そ
の
時
「
陰

陽
」
か
ら
余
分
な
要
素
が
剥
落
し
、「
侌
昜
」
と
い
う
表
記
に
な
る
。

六　
陰
陽
の
表
記

三
浦
梅
園
は
「
陰
陽
」
の
表
記
に
「
侌
昜
」
を
使
う
こ
と
が
多
か
っ
た
。
阜こ

ざ
とを

加
え
る
と
別
の
意
味
が
付
け
加
わ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
関
し
、
高

橋
正ま

さ
や
す和

は
次
の
よ
う
に
言
う
。

『
玄
語
』
の
初
稿
『
玄
論
』
か
ら
第
七
稿
『
垂
綸
子
・
七
戌
』
ま
で
は
「
陰

陽
」
と
阜こ

ざ
と偏

が
あ
る
が
、
第
九
稿
『
垂
綸
子
・
九
戌
』
以
後
は
す
べ
て
「
侌

昜
」
と
な
っ
て
い
る
。
梅
園
は
そ
の
理
由
を
、『
与
弓
埼
美
忠
書
』
に
お
い

て
、「
蓋
し
陰
陽
の
目
は
易
に
於
て
始
て
見
ゆ
。
然
れ
ど
も
其
の
言
ふ
所
、
或

は
道
と
曰
ひ
或
は
儀
と
曰
ひ
或
は
爻
と
曰
ふ
。
易
を
説
く
に
於
て
は
則
ち
然

り
と
雖
も
、
之
を
天
地
に
観
る
に
於
て
は
猶
靴
を
隔
て
て
痒
を
搔
く
が
ご
と

し
。
阜
を
加
へ
て
地
の
日
に
向
背
す
る
を
呼
ぶ
。
借
り
て
別
に
義
を
生
ず
れ

ば
此
に
関
は
る
莫
か
れ
」
と
述
べ
て
い
る
。
又
、「
三
才
四
大
五
行
六
気
、
洛

書
の
九
、
河
図
の
十
は
以
て
人
の
聡
明
を
瞽
す
る
也
。
…
…
世
、
陰
陽
の
目

有
れ
ど
も
侌
昜
の
体
は
窺
ひ
難
し
。
故
に
人
は
陰
陽
の
説
に
泥
む
」
と
も
述

べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
陰
陽
」
か
ら
阜
偏
を
削
除
し
た
字
体
上
の
変
化
は
、

実
は
『
易
』
の
陰
陽
説
か
ら
の
脱
出
と
い
う
思
想
的
な
意
味
を
持
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。（「
日
本
の
思
想
」
十
八
巻
所
収
、
三
浦
梅
園
『
玄
語
』「
本
宗
」

中
の
「
侌
昜
」
の
注
。
筑
摩
書
房
、
一
九
七
一
年
）

高
橋
は
「
与
弓
埼
美
忠
書
」
を
、『
贅
語
』「
侌
昜
秩
」
上
「
余
論
第
一
」（『
梅
園

全
集
』
三
四
五
頁
以
下
）
か
ら
引
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
自
筆
「
与
弓
埼
美
忠
書
」

で
は
小
異
が
あ
る
。

高
橋
は
「
侌
昜
」
の
表
記
は
「『
易
』
の
陰
陽
説
か
ら
の
脱
出
と
い
う
思
想
的
な
意

味
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。」
と
言
う
。
山
田
慶
児
の
解
釈
も
次
の
通
り
で
あ
る
。

梅
園
は
や
が
て
陰
陽
を
、
阝こ

ざ
と
へ
ん扁

を
と
り
去
っ
て
、
侌
昜
、
と
表
記
す
る
よ
う

に
な
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
そ
れ
は
伝
統
的
な
陰
陽
概
念
と
の
断
絶
な
い

し
異
質
面
を
強
調
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
逆
に
連
続
面
な
い
し
同

質
面
に
着
目
し
て
、-  -
｜
と
記
号
化
す
る
道
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
さ

え
わ
た
し
は
思
う
。（
山
田
慶
児
「
黒
い
言
葉
の
空
間
」、
前
掲
書
六
十
七
頁
）

岩
見
輝
彦
「「
同
稱
異
體
」
の
語
例
の
収
集
」
に
よ
れ
ば
、
梅
園
が
参
照
し
た
字

書
と
し
て
『
字
彙
』
が
考
え
ら
れ
る
と
い
う
（
前
掲
書
一
一
七
頁
）。
こ
こ
で
は
理

解
を
深
め
る
た
め
に
、
現
代
の
研
究
成
果
で
あ
る
が
、
白
川
静
『
字
統
』
を
見
て

お
こ
う
。

○
侌
は
〔
玉
篇
〕
に
古
文
陰
で
あ
る
と
い
い
、
陰
の
初
文
で
あ
る
。
侌
は
今

と
云
と
の
会
意
と
み
る
べ
き
字
で
、
今
は
蓋が

い

栓せ
ん

の
形
。
云
は
雲
の
初
文
で
あ

る
が
、
侌
の
字
形
で
は
霊
気
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
蓋
い
閉
ざ
す

こ
と
を
侌
と
い
う
。
侌
に
対
す
る
語
は
昜よ

う

。
上
部
の
日
の
形
は
玉
、
下
部
は

そ
の
陽
光
の
放
射
す
る
さ
ま
で
、
こ
れ
は
玉
に
よ
る
魂た

ま

振ふ

り
の
儀
礼
を
示



89

す
。
こ
の
よ
う
な
呪
儀
が
、
神
梯
で
あ
る
𨸏ふ

の
前
で
行
わ
れ
る
と
き
、
陰
陽

と
な
る
。
陰
陽
は
も
と
、
神
梯
の
前
で
行
な
わ
れ
る
魂
振
り
、
魂
鎮
め
の
儀

礼
に
関
す
る
字
で
あ
っ
た
。（「
陰
」
の
項
、
三
三
頁
）
な
お
、
𨸏ふ

は
こ
ざ
と

（
引
用
者
）。

○
陰
陽
は
も
と
侌
昜
と
し
る
し
た
。（「
陽
」
の
項
、
八
四
九
頁
）

「
侌
昜
」
は
平
田
篤
胤
も
多
用
し
た
。
一
例
だ
け
引
い
て
お
こ
う
。

別コ
ト

に
迅
雷
風
烈
な
ど
は
神
の
荒ア

ラ

び
に
し
て
、
い
と
も
可カ

シ
コ畏

く
、
何
の
故
、
な

に
の
理
に
依
て
、
か
ゝ
る
と
も
、
測ハ

カ

り
難ガ

タ

き
に
依
て
畏
れ
敬ウ

ヤ
マひ

た
る
な
る
べ

し
。
然
る
を
儒
者
の
云
ふ
は
、
天
は
積
気
に
し
て
、
雷
は
侌
昜
の
相ア

ヒ
キ
シ
リ轔

て
激

す
る
声
、
風
は
侌
昜
の
動
静
な
り
、
な
ど
云
ひ
て
、
只
に
侌
昜
と
い
ふ
を
の

み
、
事コ

ト

々〳
〵

し
く
説イ

ヘ

ど
も
、
そ
の
侌
昜
と
い
ふ
物
を
、
死シ

ニ

物モ
ノ

と
せ
む
か
、
活イ

キ

物モ
ノ

と
せ
む
か
。
死
物
な
ら
む
に
は
、
激
す
る
事
も
な
く
、
動
静
も
有
ら
じ
。
或

ア
ル
ヒ

は
激
し
、
或
は
動
静
す
る
事
も
有
る
は
、
決キ

ハ
メて

活
物
な
る
事
論
ひ
な
し
、
既

に
活
物
な
る
上
は
、
霊
あ
る
こ
と
論
ひ
な
し
。
ま
た
侌
昜
は
死
物
な
れ
ど
も
、

激
動
静
あ
る
は
自オ

ノ
ヅ
カ
ラ然

な
り
と
云
は
む
か
。
其ノ自
然
に
動
静
さ
す
る
は
何
物
ぞ

や
。
死
物
な
る
侌
昜
を
動
静
あ
ら
令シ

ム

る
は
決キ

ハ

め
て
活
物
の
神
在ア

リ

て
然
す
る
こ

と
疑
ひ
な
し
。（
平
田
篤
胤
『
鬼
神
新
論
』
九
ウ
十
オ
）

篤
胤
は
他
書
の
引
用
に
お
い
て
も
、「
陰
陽
」
を
「
侌
昜
」
と
表
記
す
る
こ
と
が

多
い
。
で
は
篤
胤
が
「
侌
昜
」
を
用
い
た
理
由
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
次
の

よ
う
に
、「
陰
陽
」
の
「
本
字
」「
正
字
」
と
い
う
認
識
か
ら
で
あ
る
。

（「
侌
昜
」
の
二
字
は
）
常ツ

ネ

に
用モ

チ

ふ
る
陰
陽
の
本
字
な
り
。（
略
）
斯カ

ク

て
天
昜
地

侌
の
道
理
を
述
る
語
に
、
侌
昜ノ字
を
用ヒた
る
は
、
丘
陵
は
昜ヒ

ナ
タに

て
、
突－

起
せ

る
故
に
牡
と
云
ひ
、
谿
谷
は
侌ヒ

カ
ゲに

て
、
含ホ

ト
コ
ロ処

な
る
故
に
牝
と
云ヘ

る
が
、
其ノ

牝

牡ノ字
う
ち
任マ

カ

せ
て
は
、
獣
類
に
用
ふ
る
字モ

ジ

な
れ
ば
、
謂イ

ハ

ゆ
る
侌
昜
の
道
理
を
、

広ヒ
ロ

く
云
ふ
に
用
ひ
て
は
、
胡ウ

ロ
ム乱

な
る
事
の
出イ

デ

来ク

る
故
に
、
侌
昜
の
字
を
借カ

リ

用モ
チ

ふ
る
事
と
は
成ナ

リ

に
け
む
。（
此コ

は
詳サ

ダ
カに

見ミ

エ得
た
る
證ア

カ
シは

無ナ
ケ

れ
ど
、
他
の
義
を
転

じ
て
、
用
ふ
る
文
字
の
多
か
る
を
以
て
、
か
く
は
思
ひ
量ハ

カ

ら
れ
た
り
。－

割

注
）（『
赤
県
太
古
伝
』
二
。『
新
修
平
田
篤
胤
全
集
』
第
八
巻
所
収
、
四
二
六

－

四
二
七
頁
）

謂イ
ハ

ゆ
る
陰
陽
の
正
字
は
、
侌
昜
の
字
を
用
ふ
る
が
正タ

ヾ

し
き
こ
と
、（『
大
扶
桑

国
考
』
上
。
同
右
、
五
三
六
頁
）

「
侌
昜
は
「
陰
陽
」
の
「
本
字
」「
正
字
」
だ
か
ら
使
っ
た
と
い
う
だ
け
で
な
く
、

「
陰
陽
」
に
「
獣
類
に
用
ふ
る
字モ

ジ

」
の
要
素
が
付
着
し
て
し
ま
っ
て
い
た
か
ら
で
も

あ
る
。「
陰
陽
」
か
ら
付
着
物
を
排
し
た
こ
と
は
篤
胤
も
梅
園
も
同
じ
で
あ
っ
た
。


